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（網構成） 

第 88 条の２ 当社網と直接協定事業者網間で回線非対応信号を送受信するための共通線信号網の構成は次

のとおりとします。 

（１） 共通線信号網構成は準対応網構成とします。 

（２） 共通線信号網構成はＡ，Ｂ面の２面構成とし、Ａ，Ｂ両面にリンクの設定を行います。 

（３） 信号網相互接続点において当社の関門機能を有する信号用中継交換機と直接協定事業者の信号用

中継交換機又はＳＣＰの接続を行います。 

（接続方式） 

第 88 条の３ ＮＴＴ－ＣＳ２．１による当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次のとおりと

します。 

（１） 当社の加入契約者がダイヤルした番号により当社網の加入者交換機から直接協定事業者網のＳＣ

Ｐへ問合せを行う「交換機毎の判断基準」に適用される番号は番号規則を準用することとし、そ

の構成は次のとおりとします。なお、直接協定事業者は交換機毎の判断基準に適用される番号を

当社に通知することを要します。 

ア      ０ＡＢ０     ＋      ＤＥＦ     ＋    ＧＨＪ（Ｋ） 

サービス識別番号     事業者識別番号       加入者番号 

直接協定事業者に割り当てられた番号とします。ＤＥＦまでで交換機毎の判断基準に合致するか

どうかを識別します。 

イ      ０Ａ０      ＋     ＣＤＥ     ＋    ＦＧＨＪＫ 

サービス識別番号     事業者識別番号       加入者番号 

直接協定事業者に割り当てられた番号とします。ＣＤＥＦまでで交換機毎の判断基準に合致する

かどうかを識別します。 

ウ     ００ＸＹ    ＋  Ｘ１Ｘ２～Ｘｎ 

事業者識別番号    サービスコード 

直接協定事業者に割り当てられた番号とします。Ｘ１Ｘ２までで交換機毎の判断基準に合致する

かどうかを識別します。最大受信桁数は 16 桁とします。 

（２） 当社の加入契約者のうち、短桁の番号をダイヤルすることにより当社網の加入者交換機からＳＣ

Ｐへ問合せを行うべき登録を行った加入者（以下、「ＳＣＰアクセス契約加入者」といいます。）

が発信する場合に適用される番号は次のとおりとします。 

ア ＳＣＰアクセス契約加入者が短桁の番号により発信する場合に当社網の加入者交換機からＳＣ

Ｐへ問合せを行う「加入者線毎の判断基準」に適用される番号は次のとおりとします。 

（ア）端末回線種別が加入電話あるいは総合ディジタル通信サービスの場合、１１０、１１１、１

１９ダイヤル時はＳＣＰへ問合せを行わず当社網内で接続を終端します。 

（イ）端末回線種別が加入電話の場合、番号の桁数は１桁から 10 桁とし、１桁目は１から９まで

の数字あるいは「＃」を使用します（ただし、１桁目が１の場合は３桁固定とします。１桁

目が「＃」の場合は１桁固定とします。）。２桁目から 10 桁目は０から９までの数字を使用

します。また、番号の最後に「＃」をダイヤルすることを許容します。なお、１８４、１８

６ダイヤル時はそれ以降のダイヤルが受信桁数の対象となります。また、オフフック時に無

条件でＳＣＰへ問合せを行う登録を行った加入者（以下、「オフフック時無条件ＳＣＰアク

セス契約加入者」といいます。）が発信する場合、ダイヤルは不要です。 
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（ウ）端末回線種別が総合ディジタル通信サービスの場合、番号の桁数は１桁から 10 桁とし、１

桁目は１から９までの数字を使用します（ただし、１桁目が１の場合は３桁固定とします）。

２桁目から 10 桁目は０から９までの数字を使用します。なお、１８４、１８６ダイヤル時は

それ以降のダイヤルが受信桁数の対象となります。 

イ  ＳＣＰアクセス契約加入者が１桁目に０をダイヤルした場合の接続方式は当社の電話サービス

契約約款又は総合ディジタル通信サービス契約約款に規定されているものと同等とします。 

ウ  ＳＣＰアクセス契約加入者のダイヤル手順は次のとおりとします。 

（ア）端末回線種別が加入電話であり、加入者線毎の判断基準により接続する場合は次のとおりと

します。 

（ＳＤＴ）→加入者線毎の判断基準に適用される番号 

（ＳＤＴ）→加入者線毎の判断基準に適用される番号→＃ 

（ＳＤＴ）→＃ 

（イ）端末回線種別が総合ディジタル通信サービスであり、加入者線毎の判断基準により接続する

場合は次のとおりとします。 

（ＤＴ）→加入者線毎の判断基準に適用される番号 

エ  加入者線毎の判断基準に適用される番号で接続する場合のＳＣＰアクセス契約加入者からの有

効受信桁数は次のとおりとします。 

（ア）端末回線種別が加入電話の場合、有効受信桁数は１桁（ただし最大０桁の場合を除きます）

から最大受信桁数とします。最大受信桁数は登録された１桁以上 10 桁以内の任意の桁数とし、

最大受信桁数以降は当社網側で無効数字と判定します。なお、１桁目が１で１桁以上３桁未

満で桁間タイミングオーバでタイムアウトした場合は、ＢＴを送出します。 

（イ）端末回線種別が総合ディジタル通信サービスの場合は、有効受信桁数は１桁から 10 桁とし、

10 桁を超えて受信した場合は呼損とします。また１桁目が１で３桁以外を受信した場合は呼

損とします。 

オ  端末回線種別が加入電話であり、加入者線毎の判断基準に適用される番号での接続の場合、当社

網は次の時点でＳＣＰへアクセスします。 

（ア）ＳＣＰアクセス契約加入者として登録された最大受信桁数の番号を桁間タイミング内に受信

した時点。 

（イ）ＳＣＰアクセス契約加入者として登録された最大受信桁数未満の番号を受信し桁間タイミン

グオーバとなった時点。 

（ウ）終了符号の＃を受信した時点。 

（エ）１桁目が１の場合は、３桁の番号を受信した時点（１８４／１８６の場合を除きます）。 

（オ）オフフック時無条件ＳＣＰアクセス契約加入者が、当社の交換機に対し、発信要求を行った

時点。なお、オフフック時無条件ＳＣＰアクセス契約加入者を除き、桁間タイミングは１桁

目まではパーマネントシグナルの桁間タイミングとします。 

（３）  直接協定事業者網のＳＣＰから当社網の加入者交換機へ信号により通知する電気通信番号は番号

規則を準用することとします。なお、直接協定事業者は当社の加入者交換機から直接協定事業者網

又は間接協定事業者網へ接続するための電気通信番号を当社に通知することを要します。 

     ただし、試験番号については本項（７）に規定します。 

ア 当社網と直接協定事業者網間又は間接協定事業者網間で呼を接続するために直接協定事業者網

のＳＣＰから当社網の加入者交換機へ接続オペレーションにより通知する番号の構成は次のとお
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りとします。  

（ア）  ００ＸＹ   ＋ ０ ＋  ＡＢＣＤＥ   ＋   ＦＧＨＪ 

      事業者識別番号      市外局番＋市内局番   加入者番号 

有効受信桁数は９桁から 14 桁とします。 

（イ）    ００ＸＹ      ＋   Ｘ～Ｘ 

                事業者識別番号     サービスコード 

有効受信桁数は５桁から 19 桁とします。 

（ウ）    ０    ＋    ＡＢＣＤＥ   ＋   ＦＧＨＪ 

                国内プレフィックス   市外局番＋市内局番   加入者番号 

  有効受信桁数は国内プレフィックスを除いた８桁から９桁とします。ただし、ＡＢＣＤＥ＋

ＦＧＨＪは当社又は他特定端末系事業者の加入者とします。 

イ  当社網と直接協定事業者網間で暫定回線を接続するために直接協定事業者網のＳＣＰから当社

網の加入者交換機へ暫定接続確立もしくは暫定接続起動オペレーションにより通知する番号の構

成は次のとおりとします。ただし、それぞれの番号は直接協定事業者のガイダンス装置等を示す

番号とします。 

（ア）  ００ＸＹ   ＋   ０  ＋   ＡＢＣＤＥ   ＋   ＦＧＨＪ 

      事業者識別番号          市外局番＋市内局番   加入者番号 

有効受信桁数は９桁から 14 桁とします。 

（イ）    ００ＸＹ      ＋   Ｘ～Ｘ 

                事業者識別番号     サービスコード 

有効受信桁数は５桁から 19 桁とします。 

（４）サービス提供条件は次のとおりとします。 

ア  当社網から発信可能な端末回線の種別は次のとおりとします。 

（ア）交換機毎の判断基準に適用される番号へ発信可能な端末回線の種別は、電話サービスの加入

電話、事業所集団電話、支店代行電話、公衆電話、第１種及び第２種総合ディジタル通信サー

ビス及びディジタル公衆電話サービスとします。ただし、硬貨収納等信号送出機能を有する電

話の発信条件については当社と直接協定事業者間で別途協議することとします。事業所集団電

話は受付台、特甲及び準特甲のみ発信可能とします。 

（イ）加入者線毎の判断基準の登録が可能な端末回線の種別は、電話サービスの加入電話、支店代

行電話、第１種及び第２種総合ディジタル通信サービスとします。ただし、共同電話、硬貨収

納等信号送出機能を有する電話、事業所集団電話、公衆電話及びディジタル公衆電話には加入

者線毎の判断基準の登録はできません。 

イ 当社の電話サービス及び総合ディジタル通信サービスの契約約款に基づく付加サービス等の利

用条件は別途定めることとします。 

ウ  直接協定事業者網のＳＣＰから当社網の加入者交換機へ呼解放オペレーションにより呼の解放

が通知された場合、当該呼を発信した加入契約者に当社網の加入者交換機から可聴音を送出する

条件は以下のとおりとします。 

（ア）伝達能力が「音声」又は「3.1kHz オーディオ」の場合、かつ理由種別値が「１（欠番）」の

場合、かつ、生成源が「ローカルユーザ収容公衆網／中継網／リモートユーザ収容公衆網」

の場合、当社網の加入者交換機からＮＵトーキを送出します。ただし、本条件は呼設定時の

みに適用されます。また、生成源が上記以外の場合でもＮＵトーキを送出する交換機があり
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ます。 

（イ）伝達能力が「音声」又は「3.1kHz オーディオ」の場合、かつ理由種別値が「１（欠番）以外」

の場合、当社網の加入者交換機からＢＴを送出します。 

エ  直接協定事業者は交換機毎の判断基準に適用される番号について、事業者識別コード、サービス

キー、サービス識別コードを当社に通知することを要します。 

オ  直接協定事業者は端末回線種別が加入電話であるＳＣＰアクセス契約加入者毎に、事業者識別コ

ード、サービスキー、サービス識別コード、最大受信桁数、オフフック時無条件ＳＣＰアクセス

契約の有無を当社に通知することを要します。 

カ  直接協定事業者は端末回線種別が総合ディジタル通信サービスであるＳＣＰアクセス契約加入

者毎に、事業者識別コード、サービスキー、サービス識別コードを当社に通知することを要しま

す。 

キ 当社の加入者交換機は、利用者料金の課金は行いません。 

（５）当社網と直接協定事業者網間で回線非対応信号を使用する信号方式は次のとおりとします。 

ア  当社網と直接協定事業者網間は共通線信号方式を使用し、ＴＴＣ標準に準拠した No.7 信号方式

を適用します。 

イ  ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表３または技術的条件集別表３．１に示すとおりとします。 

ウ  ＳＣＣＰ仕様は、技術的条件集別表 12 に示すとおりとします。ただし、ＳＣＣＰの最大分割数

は３とし、３を超えた場合は正常性を保証しません。 

エ  ＴＣ仕様は、技術的条件集別表 13 に示すとおりとします。 

オ  ＩＮＡＰ仕様は、技術的条件集別表 19 のＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１）に示

すとおりとします。ただし、再開通知アプリケーション仕様は技術的条件集別表 19 のＮＴＴ－Ｑ

１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２）の付属資料Ａに示すとおりとします。当社網が直接協定事

業者網から本ＩＮＡＰ仕様で規定された以外のオペレーション、パラメータ、パラメータ情報要

素等を受信した場合、当社は接続に関わる正常性を保証しません。なお、加入者交換機機能メニ

ューと対応するＩＮＡＰオペレーションの関係は次のとおりとします。 

加入者交換機機能メニュー 対応する INAPオペレーション 

(1)加入者線毎の判断基準に従ってＳＣＰに制御指示要求を行う。 IDP 

(2)交換機毎の判断基準に従ってＳＣＰに制御指示要求を行う。 IDP 

(3)ＳＣＰからの指示に従い、指示された接続先へ接続する。 CON 

(4)ＳＣＰからの指示に従い、要求されたイベントの設定、指示さ

れた接続先への接続を行う。 

RRB+CON 

(5)ＳＣＰからの指示に従い、呼の解放を行う。 RC 

(6)ＳＣＰからの指示に従い、暫定接続を確立する。 ETC 

(7)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、要求されたイベ

ントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

DFC+RRB+CON 

(8)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、指示された接続

先への接続を行う。 

DFC+CON 

(9)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、呼の解放を行う。 DFC+RC 

(10)ＳＣＰからの指示に従い、要求されたイベントの設定、呼処理

の継続を行う。 

RRB+CUE 

(11)ＳＣＰからの指示に従い、呼処理を継続する。 CUE 

(12)ＳＣＰからの指示に従い、複数の暫定接続の捕捉、要求された

イベントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

ITC+RRB+CON 
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(13)ＳＣＰからの指示に従い、全呼セグメントの解放を行う。 RC* 

(14)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの統合を行う。 MC 

(15)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの統合、呼処理の継続

を行う。 

MC+CUE 

(16)ＳＣＰからの指示に従い、レグの移動、呼セグメントの統合を

行う。 

ML+MC 

(17)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの統合、要求されたイ

ベントの設定、呼処理の継続を行う。 

MC+RRB+CUE 

(18)ＳＣＰからの指示に従い、２つの呼セグメントの解放、要求さ

れたイベントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

RC*+RC*+RRB+CON 

(19)ＳＣＰからの指示に従い、２つの呼セグメントの解放、要求さ

れたイベントの設定、呼処理の継続を行う。 

RC*+RC*+RRB+CUE 

(20)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、要求されたイ

ベントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

RC*+RRB+CON 

(21)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、要求されたイ

ベントの設定、呼処理の継続を行う。 

RC*+RRB+CUE 

(22)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、複数の暫定接

続の捕捉、要求されたイベントの設定、指示された接続先への接

続を行う。 

RC*+ITC+RRB+CON 

(23)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、複数の暫定接続

の捕捉、要求されたイベントの設定、指示された接続先への接続

を行う。 

DFC+ITC+RRB+CON 

(24)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、全呼セグメント

の解放を行う。 

DFC+RC* 

(25)ＳＣＰからの指示に従い、複数の呼セグメントが存在する順方

向接続の切断、呼セグメントの統合、要求されたイベントの設

定、呼処理の継続を行う。 

DFCWA+MC+RRB+CUE 

(26)ＳＣＰからの指示に従い、複数の呼セグメントが存在する順方

向接続の切断、呼セグメントの統合、呼処理の継続を行う。 

DFCWA+MC+CUE 

(27)ＳＣＰからの指示に従い、２つの順方向接続の切断、呼セグメ

ントの統合、要求されたイベントの設定、呼処理の継続を行う。 

DFCWA+DFCWA+MC+RRB+CUE 

(28)ＳＣＰからの指示に従い、２つの順方向接続の切断、呼セグメ

ントの統合、呼処理の継続を行う。 

DFCWA+DFCWA+MC+CUE 

(29)ＳＣＰからの指示に従い、２つの順方向接続の切断、全呼セグ

メントを解放する。 

DFCWA+DFCWA+RC* 

(30)ＳＣＰからの指示に従い、複数の呼セグメントが存在する順方

向接続の切断、全呼セグメントの解放を行う。 

DFCWA+RC* 

(31)ＳＣＰからの指示に従い、２つの呼セグメントの解放、呼処理

を継続する。 

RC*+RC*+CUE 

(32)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、呼処理の継続

を行う。 

RC*+CUE 

(33)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、呼セグメント

の統合を行う。 

RC*+MC 

(34)ＳＣＰからの指示に従い、対話の活性化試験を行い結果をＳＣ

Ｐへ通知する。 

AT 

なお、各ＩＮＡＰオペレーションの略称は以下のとおりです。 

略称 ＩＮＡＰオペレーション 

AT 活性化試験（ActivityTest） 
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CON 接続（Connect） 

CUE 継続（Continue） 

DFC 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） 

DFCWA アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

ER エンティティ解放通知（EntityReleased） 

ETC 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

ERB ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） 

IDP イニシャルＤＰ（InitialDP） 

ITC 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） 

MC 呼セグメント統合（MergeCallSegments） 

ML レグ移動（MoveLeg） 

RC 呼解放（ReleaseCall）（InitialCallSegmentのみの場合） 

RC* 呼解放（ReleaseCall）（InitialCallSegment以外の場合） 

RRB ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

カ  ＩＳＵＰおよびＩＮＡＰ間の相互動作仕様は次のとおりとします。 

（ア）当社の加入者交換機がＩＡＭを受信し、ＴＤＰ－Ｒを検出した場合、イニシャルＤＰオペレ

ーションがＳＣＰへ送信されます。ＩＡＭからイニシャルＤＰオペレーションへのパラメー

タのマッピング条件は次のとおりとします。 

ＩＳＵＰメッセージ：ＩＡＭ（注１） ＩＮＡＰオペレーション：イニシャルＤＰ 

着番号 ダイヤル番号(dialedDigits) （注２） 

発番号 発番号（callingPartyNumber） 

アクセス転送に含まれる 

発サブアドレス情報要素 

発サブアドレス（callingPartySubaddress） 

発ユーザ種別 発ユーザ種別（callingPartysCategory） 

汎用番号（付加発番号） 汎用番号（付加発番号）（genericNumbers） 

順方向呼表示 順方向呼表示（forwardCallIndicators） 

通信路要求表示 伝達能力（bearerCapability） 

料金区域情報 料金区域情報（ttcChargeAreaInformation） 

契約者番号 契約者番号（ttcContractorNumber） 

注１：オプションパラメータは設定されない場合があります。 

注２：オフフック時無条件ＳＣＰアクセス契約者発信時は設定されません。また、ＳＣＰアク

セス契約者発信時、「＃」のみがダイヤルされた場合も設定されません。 

（イ）当社の加入者交換機はＳＣＰから接続オペレーション、暫定接続確立オペレーション又は暫

定接続起動オペレーションを受信すると、逆方向呼表示パラメータ及び事業者情報転送パラ

メータのみが設定されたＡＣＭを発側回線に送信します。ただし、ＡＣＭを発側回線に送信

するのは、イニシャルＤＰオペレーションに対する初回のオペレーションを受信した場合の

みとします。 

（ウ）当社の加入者交換機がＳＣＰから接続オペレーションを受信すると、ＩＡＭが着側回線に送

信されます。接続オペレーションからＩＡＭへのパラメータのマッピング条件は次のとおり

とします。ＩＡＭにおいて受信されたパラメータで、接続オペレーションのパラメータに置

換されないものは、透過に設定されます。 

ＩＮＡＰオペレーション：接続（注１） ＩＳＵＰメッセージ：ＩＡＭ 

ルーチング対地アドレス 

（destinationRoutingAddress） 

着番号 

相関 ID（correlationID） 相関 id 

scfID（scfID） SCFid 

付加発番号（additionalCallingPartyNumber） 汎用番号（付加発番号） 
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汎用番号（付加発番号）（genericNumbers） （注２） 

注１：オプションパラメータは設定されない場合があります。 

注２：発側回線から受信したＩＡＭに付加発番号が設定されていた場合、接続オペレーション

で指示された内容が上書きされます。接続オペレーションに付加発番号および汎用番号

とも設定されている場合は、汎用番号を優先してＩＡＭに設定します。なお、付加発番

号あるいは汎用番号が指示された場合は、送信するＩＡＭの発番号の表示識別を表示不

可に設定します。 

（エ）接続オペレーションによりＩＡＭを送信すると、アドレス完了待ちタイマＴ７を開始します。

タイマＴ７が終了すると、呼は両方向に解放され、適切な表示が発呼端末に返信されます。 

（オ）当社の加入者交換機における、接続オペレーションにより接続された着側回線からの逆方向

メッセージ受信時の動作条件および発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件は次のと

おりとします。 

状態 
着側回線からの 

受信メッセージ 

着側回線からの逆方向メッセージ受信時の動作条件／ 

発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件 

ＡＣＭ待ち ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７は停止されます。また、ＡＣＭをＣ

ＰＧにマッピングし、発側回線に送信します。（注１） 

不完了ＡＣＭ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＣＰＧ イベント表示が「インバンド情報あるいは適当なパターンが現在

利用可能」の場合はＴ７タイマを停止し、ＣＰＧを発側回線に透

過に送信します。イベント表示が上記以外の場合はＣＰＧを廃棄

します。 

ＲＥＬ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＩＡＭ 当該回線に優先権がある場合は受信したＩＡＭを廃棄し、ＡＣＭ

を待ちます。優先権がない場合は他の回線から自動再試行を行い

ます。 

その他 着側回線に対しＲＳＣを送信し、他の回線から自動再試行を行い

ます。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＣＭ待ち

（ＣＰＧ受

信後） 

ＡＣＭ ＡＣＭをＣＰＧにマッピングし、発側回線に送信します。（注１） 

不完了ＡＣＭ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。 

ＲＥＬ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ待ち ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。 

不完了ＣＰＧ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＡＮＭ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＲＥＬ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

発着同時ユ

ーザ相互動

作時におけ

るＥＤＰ中

断中（発側～

着側回線が

同一ＣＳの

状態） 

ＲＥＬ 着側回線を解放し、受信したＲＥＬを発側回線に透過に送信しま

す。また、捕捉中の暫定回線を解放します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

受信したメッセージは廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

 

発着同時ユ

ーザ相互動

作時におけ

るＥＤＰ中

ＲＥＬ 着側回線を解放し、着側回線と接続されている暫定回線を解放し

ます。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。受信したメッセージは廃棄します。 
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断中（発着同

時ユーザ相

互動作中） 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

着側回線と接続されている暫定回線に対しＳＵＳ／ＲＥＳを透

過に送信します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

通信中 ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。 

ＲＥＬ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

受信したＳＵＳ／ＲＥＳを発側回線に透過に送信します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

注１：ＡＣＭをＣＰＧにマッピングする場合のパラメータのマッピングは次のとおりとします。

なお、その他のパラメータは透過にマッピングされます。 

パラメータ 設定内容 

イベント情報 イベント表示：注２ 

イベント提示制限表示：表示なし 

注２：イベント表示の設定条件は次のとおりとします。 

ACM 上の逆方向呼表示 

ACM上の            パラメータ 

オプション逆方向呼表示 

着ユーザ状態表示 

表示なし 加入者空き 

実装なし イベント表示：経過表示 イベント表示：呼出中 

インバンド 

帯域内 

情報表示 

表示なし イベント表示：経過表示 イベント表示：呼出中 

インバンド情報あるいは

適当なパターンが現在利

用可能 

イベント表示：インバン

ド情報あるいは適当なパ

ターンが現在利用可能 

イベント表示：インバンド

情報あるいは適当なパタ

ーンが現在利用可能 

（カ）当社の加入者交換機はＳＣＰから呼解放オペレーションを受信すると、ＲＥＬを発側回線又

は暫定回線に送信します。理由表示パラメータは、呼解放オペレーションの呼解放Ａｒｇパ

ラメ－タを含んでいます。もし、呼解放オペレーションに理由表示パラメータが示されない

場合は、理由表示＃３１が送信されます。 

（キ）呼に関連したイベントの監視を加入者交換機に要求する場合、ＳＣＰはＢＣＳＭイベント報

告要求オペレーションを使用します。監視モードが「中断(interrupted)」若しくは「通知し

継続（notifyAndContinue）」のいずれであるかはオペレーションによって表示されます。「通

知し継続」モードでは、イベントはＳＣＰに対するＢＣＳＭイベント報告オペレーションの

ＥＤＰ-Ｎ（通知モード）として通知され、通常呼処理を継続します。「中断」モードでは、

イベントはＢＣＳＭイベント報告オペレーションのＥＤＰ－Ｒ（要求モード）として通知さ

れ、加入者交換機はＳＣＰからの指示を待ちます。イベント検出ポイントは次のとおりとし

ます。 

検出ポイント ＤＰ検出条件 

発側－着信者話

中 

（１）理由種別１７、１８又は６３で生成源が「ユーザ」以外のＲＥＬ受信 

   （ユーザ話中）  

（２）理由種別２０のＣＰＧ、ＡＣＭ又はＲＥＬ受信 

発側－無応答 （１）タイマＴNoReply のタイムアウト 

（２）理由種別１８のＣＰＧ又はＡＣＭ受信 

発側－応答 ＡＮＭ受信 

発側－切断 （１） 通話中にＲＥＬ受信 

（２） タイマＴSUS タイムアウト 

発側－放棄 応答前に発側回線からのＲＥＬ受信 

（ク）発側－無応答が設定された場合、着側回線からのＡＣＭ（不完了ＡＣＭの場合は除く）の受

信でタイマＴNoReply が開始され、ＡＮＭの受信でタイマＴNoReply を停止します。 
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（ケ）ＲＥＬを発側回線又は着側回線から受信し、ＥＤＰ－Ｎ（通知モード）として設定された検

出ポイントに対応する場合には、加入者交換機は呼を切断します。ＲＥＬを着側回線から受

信し、ＥＤＰ－Ｒ（要求モード）として設定された検出ポイントに対応する場合には、加入

者交換機は着側回線を切断し、発側回線を保留します。呼処理を中断し加入者交換機はＳＣ

Ｐからの指示を待ちます。不完了ＡＣＭ又は不完了ＣＰＧを着側回線から受信し、ＥＤＰ－

Ｒ（要求モード）として設定された検出ポイントに対応する場合には、加入者交換機は着側

回線の切断及び発側回線の保留を行い、呼処理を中断しＳＣＰからの指示を待ちます。設定

された検出ポイントに対応しない場合もしくは検出ポイントが設定されていない場合には、

通常呼処理を継続します。 

（コ）検出ポイントが設定され、発側－着信者話中、発側－切断又は発側－放棄を検出した場合、

該当する理由表示をＢＣＳＭイベント報告オペレーションにマッピングしＳＣＰに通知しま

す。 

（サ）当社の加入者交換機はＳＣＰから暫定接続確立オペレーションを受信し、受信したＩＡＭ中

の通信路要求表示が「音声」、「３．１ｋＨｚオーディオ」の場合、暫定回線を接続します。

他の通信路要求表示値を受信した場合、理由表示＃６５を含むＲＥＬにより呼が切断されま

す。受信した暫定接続確立オペレーション中のパラメータとＩＡＭで転送されるパラメータ

のマッピングは次のとおりとします。 

ＩＮＡＰオペレーション：暫定接続確立（注１） ＩＳＵＰメッセージ：ＩＡＭ 

アシスト SSP-IP ルーチングアドレス

（assistingSSPIPRoutingAddress） 

着番号 

相関 ID（correlationID） 相関 id 

scfID（scfID） SCFid 

注１：オプションパラメータは設定されない場合があります。 

（シ）暫定接続確立オペレーションにより送信されるＩＡＭ中のパラメータは次のとおり設定され

ます。 

パラメータ 設定内容 

接続特性表示 受信したＩＡＭに設定されていた内容が透過に設定されます。 

順方向呼表示 国内／国際呼表示：    受信したＩＡＭに設定されていた内容が透過に設定 

             されます。 

エンド・エンド法表示：  ００（エンド・エンド法が利用できない） 

相互接続表示：      ０（相互接続表示なし） 

エンド・エンド情報表示： ０（エンド・エンド情報利用できない） 

ＩＳＵＰ１リンク表示：  １（ＩＳＵＰ１リンクである） 

ＩＳＵＰ１リンク希望表示：１０（ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須である） 

ＩＳＤＮアクセス表示：  ０（発側のユーザ・網インタフェースが非ＩＳＤＮ） 

ＳＣＣＰ法表示：     ００（表示なし） 

発ユーザ種別 ００００１０１０（一般発ユーザ）／００００１１０１（試験呼） 

通信路要求表示 ００００００１１（３．１ｋＨｚオーディオ） 

事業者情報転送 発事業者情報として当社の情報が設定されます。 

料金区域情報 イニシャルＤＰを送信した当社の加入者交換機のＣＡコードが設定されます。 

発番号 設定されません。 

（ス）暫定接続確立オペレーションによりＩＡＭを送信すると、アドレス完了待ちタイマＴ７が開

始されます。タイマＴ７がタイムアウトした場合には、暫定回線を切断し、ＳＣＰに対し通

知を行い指示を待ちます。 

（セ）当社の加入者交換機における、暫定接続確立オペレーションにより接続された暫定回線から

の逆方向メッセージ受信時の動作条件および発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件

は次のとおりとします。 
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状態 
暫定回線からの 

受信メッセージ 

暫定回線からの逆方向メッセージ受信時の動作条件／ 

発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件 

ＡＣＭ待ち ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７は停止されます。また、ＡＣＭをＣ

ＰＧにマッピングし、発側回線に送信します。（注１） 

不完了ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７を停止し、暫定回線を解放します。

受信したメッセージは廃棄します。 

ＣＰＧ イベント表示が「インバンド情報あるいは適当なパターンが現在

利用可能」の場合はＴ７タイマを停止し、ＣＰＧを発側回線に透

過に送信します。ただし、課金情報、課金情報種別、課金情報遅

延、付加ユーザ種別、料金区域情報、事業者情報転送の各パラメ

ータは廃棄します。イベント表示が上記以外の場合はＣＰＧを廃

棄します。 

ＲＥＬ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＩＡＭ 当該回線に優先権がある場合は受信したＩＡＭを廃棄し、ＡＣＭ

を待ちます。優先権がない場合は他の回線から自動再試行を行い

ます。 

その他 暫定回線に対しＲＳＣを送信し、他の回線から自動再試行を行い

ます。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＣＭ待ち

（ＣＰＧ受

信後） 

ＡＣＭ ＡＣＭをＣＰＧにマッピングし、発側回線に送信します。（注１） 

不完了ＡＣＭ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に送信します。ただし、課金情報、課

金情報種別、課金情報遅延、付加ユーザ種別、料金区域情報、事

業者情報転送の各パラメータは廃棄します。 

ＲＥＬ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ待ち ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に送信します。ただし、課金情報、課

金情報種別、課金情報遅延、付加ユーザ種別、料金区域情報、事

業者情報転送の各パラメータは廃棄します。 

不完了ＣＰＧ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ 通信中状態に遷移します。 

ＣＨＧ 受信したメッセージは廃棄します。 

ＲＥＬ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

通信中 ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に送信します。ただし、課金情報、課

金情報種別、課金情報遅延、付加ユーザ種別、料金区域情報、事

業者情報転送の各パラメータは廃棄します。 

ＲＥＬ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

受信したＳＵＳ／ＲＥＳを発側回線に透過に送信します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

注１：ＡＣＭをＣＰＧにマッピングする場合のパラメータのマッピングは次のとおりとします。

なお、課金情報、課金情報種別、課金情報遅延、付加ユーザ種別、料金区域情報、事業

者情報転送の各パラメータは廃棄しますが、その他のパラメータは透過にマッピングさ

れます。 

パラメータ 設定内容 

イベント情報 イベント表示：注２ 

イベント提示制限表示：表示なし 

注２：イベント表示の設定条件は次のとおりとします。 

ACM 上の逆方向呼表示 

ACM上の            パラメータ 

オプション逆方向呼表示 

着ユーザ状態表示 

表示なし 加入者空き 
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実装なし イベント表示：経過表示 イベント表示：呼出中 

インバンド 

帯域内 

情報表示 

表示なし イベント表示：経過表示 イベント表示：呼出中 

インバンド情報あるいは

適当なパターンが現在利

用可能 

イベント表示：インバンド

情報あるいは適当なパタ

ーンが現在利用可能 

イベント表示：インバン

ド情報あるいは適当なパ

ターンが現在利用可能 

（ソ）当社の加入者交換機はＳＣＰから順方向接続切断オペレーションを受信した場合、暫定回線

に対して正常切断手順を適用します。順方向へ送信されるＲＥＬには理由表示＃３１が含ま

れます。 

（タ）当社の加入者交換機はＳＣＰから暫定接続起動オペレーションを受信し、ＩＡＭ中の通信路

要求表示が「音声」、「３．１ｋＨｚオーディオ」の場合、暫定回線を接続します。他の通

信路要求表示値を受信した場合、理由表示＃６５を含むＲＥＬにより呼が切断されます。受

信した暫定接続起動オペレーション中のパラメータとＩＡＭで転送されるパラメータのマッ

ピングは次のとおりとします。 

ＩＮＡＰオペレーション：暫定接続起動（注１） ＩＳＵＰメッセージ：ＩＡＭ 

アシスト SSP-IP ルーチングアドレス

（assistingSSPIPRoutingAddress） 

着番号 

相関 ID（correlationID） 相関 id 

scfID（scfID） SCFid 

注１：オプションパラメータは設定されない場合があります。 

（チ）暫定接続起動オペレーションにより送信されるＩＡＭ中のパラメータは次のとおり設定され

ます。 

パラメータ 設定内容 

接続特性表示 受信したＩＡＭに設定されていた内容が透過に設定されます。 

順方向呼表示 国内／国際呼表示：    受信したＩＡＭに設定されていた内容が透過に設定 

             されます。 

エンド・エンド法表示：  ００（エンド・エンド法が利用できない） 

相互接続表示：      ０（相互接続表示なし） 

エンド・エンド情報表示： ０（エンド・エンド情報利用できない） 

ＩＳＵＰ１リンク表示：  １（ＩＳＵＰ１リンクである） 

ＩＳＵＰ１リンク希望表示：１０（ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須である） 

ＩＳＤＮアクセス表示：  ０（発側のユーザ・網インタフェースが非ＩＳＤＮ） 

ＳＣＣＰ法表示：     ００（表示なし） 

発ユーザ種別 ００００１０１０（一般発ユーザ）／００００１１０１（試験呼） 

通信路要求表示 ００００００１１（３．１ｋＨｚオーディオ） 

事業者情報転送 発事業者情報として当社の情報が設定されます。 

料金区域情報 イニシャルＤＰを送信した当社の加入者交換機のＣＡコードが設定されます。 

発番号 設定されません。 

（ツ）暫定接続起動オペレーションによりＩＡＭを送信すると、アドレス完了待ちタイマＴ７が開

始されます。タイマＴ７がタイムアウトした場合には、２つの暫定回線を切断し、ＳＣＰに

対し通知を行い指示を待ちます。送信される２つのＩＡＭはそれぞれ異なるＩＡＭのＡＣＭ

受信の有無に影響を受けずにシーケンシャルに送出されます。 

（テ）当社の加入者交換機における、暫定接続起動オペレーションにより接続された暫定回線から

の逆方向メッセージ受信時の動作条件および発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件

は次のとおりとします。 

状態 
暫定回線からの 

受信メッセージ 

暫定回線からの逆方向メッセージ受信時の動作条件／ 

発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件 

ＡＣＭ待ち ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７は停止されます。受信したメッセー

ジは廃棄します。 
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不完了ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７を停止し、当該暫定回線を解放しま

す。また、理由表示＃３１を含むＲＥＬによりもう一方の暫定回

線も切断されます。受信したメッセージは廃棄します。 

ＣＰＧ イベント表示が「インバンド情報あるいは適当なパターンが現在

利用可能」の場合はＴ７タイマを停止します。受信したメッセー

ジは廃棄します。 

ＲＥＬ 当該暫定回線を解放し、理由表示＃３１を含むＲＥＬによりもう

一方の暫定回線も切断されます。受信したメッセージは廃棄しま

す。 

ＩＡＭ 当該回線に優先権がある場合は受信したＩＡＭを廃棄し、ＡＣＭ

を待ちます。優先権がない場合は他の回線から自動再試行を行い

ます。 

その他 当該暫定回線に対しＲＳＣを送信し、他の回線から自動再試行を

行います。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＣＭ待ち

（ＣＰＧ受

信後） 

ＡＣＭ ＡＮＭ待ちに遷移します。受信したメッセージは廃棄します。 

不完了ＡＣＭ 当該暫定回線を解放します。また、理由表示＃３１を含むＲＥＬ

によりもう一方の暫定回線も切断されます。受信したメッセージ

は廃棄します。 

ＲＥＬ 当該暫定回線を解放します。また、理由表示＃３１を含むＲＥＬ

によりもう一方の暫定回線も切断されます。受信したメッセージ

は廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ待ち 不完了ＣＰＧ 当該暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ 通信中状態に遷移します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＲＥＬ 当該暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

発着同時ユ

ーザ相互動

作時におけ

るＥＤＰ中

断中（発着同

時ユーザ相

互動作中） 

ＲＥＬ 当該暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

当該暫定回線が発側回線と接続されている場合は、受信したメッ

セージは廃棄します。当該暫定回線が着側回線と接続されている

場合は、着側回線に対しＳＵＳ／ＲＥＳを透過に送信します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

（ト）不完了ＡＣＭ、不完了ＣＰＧ又はＲＥＬにより、暫定接続起動オペレーションにより生成さ

れた呼セグメントを解放する場合、該当する理由表示をエンティティ解放通知オペレーショ

ンにマッピングしＳＣＰに通知します。 

（ナ）当社の加入者交換機はＳＣＰから呼セグメント統合オペレーションを受信した場合、発側回

線にＣＰＧを返送する場合があります。ＣＰＧのパラメータは次のとおり設定されます。そ

の他のパラメータは設定されません。 

パラメータ 設定内容 

イベント情報 イベント表示：インバンド情報あるいは適当なパターンが現在利用可能 

イベント提示制限表示：表示なし 

（ニ）当社の加入者交換機はＳＣＰからアーギュメント付き順方向接続切断オペレーションを受信

した場合、指定されたレグＩＤに対応する暫定回線に対して正常切断手順を適用します。順

方向へ送信されるＲＥＬには理由表示＃３１が含まれます。 

（ヌ）当社の加入者交換機のＩＳＵＰタイマは次のとおりとします。 

記号 ﾀｲﾑｱｳﾄ値 開始要因 正常終了 満了時 

ＴSUS ２～４秒 網起動のＳＵＳ受信時 網起動のＲＥＳ又はＲ

ＥＬ受信時 

解放手順を開始もし

くはＳＣＰへ通知 

ＴNoReply Ｓ Ｃ Ｐ 制

御による 

ＡＣＭ（不完了ＡＣＭ

は除く）を受信した際

に発側－無応答が設定

ＡＮＭ又は不完了ＣＰ

Ｇ，ＲＥＬ受信時 

ＳＣＰへ通知し、後位

コネクションを解放

する。 
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されていた時 

キ  本インタフェースに関するシーケンスは次のとおりとします。ただし、接続シーケンスは当社網

と着側網間、当社網と直接協定事業者ＳＣＰ間のみを規定することとし、発側網と当社網間は規

定しません。 

項番 ＩＮＡＰオペレーション コネクションタイプ ｼｰｹﾝｽﾊﾟﾀｰﾝ 

１ InitialDP 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ、

64Kbit/s 非制限 

ＰＴ－Ｑ１ 

２ Connect 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ、

64Kbit/s 非制限 

ＰＴ－Ｑ２ 

３ EstablishTemporaryConnection 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ３ 

４ RequestReportBCSMEvent, EventReportBCSM 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ、

64Kbit/s 非制限 

ＰＴ－Ｑ４ 

５ DisconnectForwardConnection 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ５ 

６ ReleaseCall、ReleaseCall* 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ、

64Kbit/s 非制限 

ＰＴ－Ｑ６ 

７ DisconnectForwardConnectionWithArgument 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ７ 

８ InitiateTemporaryConnections 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ８ 

９ MergeCallSegments － ＰＴ－Ｑ９ 

10 MoveLeg － ＰＴ－Ｑ１０ 

11 Continue － ＰＴ－Ｑ１１ 

12 EntityReleased － ＰＴ－Ｑ１４ 

13 ActivityTest － ＰＴ－Ｑ１５ 

14 RestartNotification, 

RestartNotificationAcknowledgement 

－ ＰＴ－Ｑ１６ 

15 試験 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ１７ 

（６）当社網と直接協定事業者網間で回線対応信号を使用する信号方式は、第 32 条（接続方式）第１項

の分類１又は分類３の規定を準用します。 

（７）当社網と直接協定事業者網間及び間接協定事業者網間で使用する網使用料の課金方式は次のとおり

とします。 

ア  当社網、直接協定事業者及び間接協定事業者の応答信号の返送条件は次のとおりとします。 

（ア） 着側網は、通話回線及び暫定回線に対して、端末機器等からの応答を受信した場合は、発

側網に対し直ちに応答信号を返送します。 

（イ） 通話回線及び暫定回線に対して、返送するＡＮＭの課金表示の課金／非課金に関わりなく、

網使用料を精算することとします。ただし、試験用の通信については精算しないことにし

ます。 

イ  本則の通話回線に対する通信時間の測定等に規定する電気通信設備が応答信号を受信した時点

はＡＮＭを受信した時点、又は端末機器の応答を検出した時点とします。本則の通信時間の測定

等に規定する電気通信設備が切断信号を受信した時点はＲＥＬを受信した時点、発信端末機器の

切断を検出した時点、又は着信端末機器の切断時のＳＵＳを受信したのちにＲＥＬを送信した時

点とします。 

ウ  当社網は、直接協定事業者から通話回線に対する応答の通知を求められた場合は、応答信号を受

信した時点で、ＳＣＰに通知します。また、通話回線に対する切断の通知を求められた場合は、

切断信号を受信した時点でＳＣＰに通知します。また、通話回線に対する発側放棄の通知を求め

られた場合は、放棄を検出した時点で通知します。 

エ  本則の音声ガイダンス送出用接続機能の測定等に規定する電気通信設備が応答信号を受信した

時点はＡＮＭを受信した時点とします。本則の通信時間の測定等に規定する電気通信設備が切断

信号を受信した時点はＲＥＬを受信した時点、又はＲＥＬを送信した時点とします。 
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オ 本則の共通線信号網利用機能（ウ欄）に係る料金の適用の信号はＳＣＣＰメッセージをいいます。 

カ 本則の再接続用網保留通信機能に係る電気通信設備の保留時間の測定を開始する時点はＩＡＭ

を送信した時点、電気通信設備の保留時間の測定を終了する時点はＲＥＬを受信した時点、又は

ＲＥＬを送信した時点とします。 

（８）当社網と直接協定事業者網間で使用する試験方式は次のとおりとします。 

ア  当社と直接協定事業者の設備に関わる試験は、設備を所有する事業者が責任を持って実施し、他

社の設備についての試験は原則として実施しません。 

     ただし、故障切り分け等のため当社網と直接協定事業者網間は試験可能とします。 

イ  当社網と直接協定事業者間で実施するＳＣＰアクセスに関する試験は次のとおりとします。 

（ア） 直接協定事業者が直接協定事業者網内にガイダンス装置等（強制切断無し）を有すること

を要し、当社はその機能を使用して手動ＳＣＰアクセス試験を実施します。接続シーケン

スはＰＴ－Ｑ１７のとおりとします。 

（イ） 当社網と直接協定事業者網間における手動ＳＣＰアクセス試験の内容は次のとおりとしま

す。なお、実際に使用する試験番号は当社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定する

こととします。 

試験目的 試験種別 接続先 試験番号構成 
課金条件 

（注１） 

強制切断 

の有無 

ＬＳからＳＣＰ

へのアクセス確

認および直接協

定事業者網への

接続確認 

手動ＳＣＰアクセ

ス試験（交換機毎

の判断基準） 

直接協定事業

者網内のガイ

ダンス装置等 

0AB0+DEFGHJ(K) 

0A0+CDEFGHJK 

00XY+X1X2X～Xn 

非課金 無 

手動ＳＣＰアクセ

ス試験（加入者線

毎の判断基準） 

同上 XX･･X 無 

注１：課金条件の非課金は回線接続に関する事業者間精算の対象外を示します。 

ウ 当社と直接協定事業者は信号リンクの正常性を確認する手動信号ルート試験機能を実施します。 

２ ＮＴＴ－ＣＳ２．２による当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次のとおりとします。 

（１）当社の加入契約者がダイヤルした番号又は間接協定事業者からの接続番号により当社網の加入者交

換機から直接協定事業者網のＳＣＰへ問合せを行う「交換機毎の判断基準」に適用される番号は番

号規則を準用することとし、その構成は次のとおりとします。なお、直接協定事業者は交換機毎の

判断基準に適用される番号を当社に通知することを要します。 

ア      ０ＡＢ０     ＋      ＤＥＦ     ＋    ＧＨＪ（Ｋ） 

サービス識別番号     事業者識別番号       加入者番号 

直接協定事業者に割り当てられた番号とします。ＤＥＦまでで交換機毎の判断基準に合致するか

どうかを識別します。 

イ      ０Ａ０      ＋     ＣＤＥ     ＋    ＦＧＨＪＫ 

サービス識別番号     事業者識別番号       加入者番号 

直接協定事業者に割り当てられた番号とします。ＣＤＥＦまでで交換機毎の判断基準に合致する

かどうかを識別します。 

ウ     ００ＸＹ    ＋  Ｘ１Ｘ２～Ｘｎ 

事業者識別番号    サービスコード 

直接協定事業者に割り当てられた番号とします。Ｘ１Ｘ２までで交換機毎の判断基準に合致する

かどうかを識別します。最大受信桁数は 16 桁とします。 

（２） 当社の加入契約者のうち、ＳＣＰアクセス契約加入者が発信する場合に適用される番号は第１項
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（２）の規定を準用します。 

（３）  直接協定事業者網のＳＣＰから当社網の加入者交換機へ信号により通知する電気通信番号は番号

規則を準用することとします。なお、直接協定事業者は当社の加入者交換機から直接協定事業者網

又は間接協定事業者網へ接続するための電気通信番号を当社に通知することを要します。 

     ただし、試験番号については本項（７）に規定します。 

ア 当社網と直接協定事業者網間又は間接協定事業者網間で呼を接続するために直接協定事業者網

のＳＣＰから当社網の加入者交換機へ接続オペレーションにより通知する番号の構成は次のとお

りとします。  

（ア）  ００ＸＹ   ＋ ０ ＋  ＡＢＣＤＥ   ＋   ＦＧＨＪ 

      事業者識別番号      市外局番＋市内局番   加入者番号 

有効受信桁数は９桁から 14 桁とします。 

（イ）    ００ＸＹ   ＋    ０Ａ０      ＋     ＣＤＥ     ＋    ＦＧＨＪＫ 

           事業者識別番号   サービス識別番号     事業者識別番号       加入者番号 

有効受信桁数は９桁から 15 桁とします。 

（ウ）    ００ＸＹ      ＋   Ｘ～Ｘ 

                事業者識別番号     サービスコード 

有効受信桁数は５桁から 26 桁とします。 

（エ）  ００ＸＹ      ＋     Ｘ～Ｘ 

 事業者識別番号  国際公衆電気通信番号等（０１０から始まる番号も含む） 

有効受信桁数は５桁から 26 桁とします。 

（オ）    ０    ＋    ＡＢＣＤＥ   ＋   ＦＧＨＪ 

                国内プレフィックス   市外局番＋市内局番   加入者番号 

  有効受信桁数は国内プレフィックスを除いた８桁から９桁とします。 

（カ）  ０Ａ０    ＋  ＣＤＥ  ＋ ＦＧＨＪＫ 

  サービス識別番号     事業者識別番号     加入者番号 

有効受信桁数は９桁から 11 桁とします。 

イ  当社網と直接協定事業者網間又は間接協定事業者網間で暫定回線を接続するために直接協定事

業者網のＳＣＰから当社網の加入者交換機へ暫定接続確立もしくは暫定接続起動オペレーション

により通知する番号の構成は次のとおりとします。ただし、それぞれの番号は直接協定事業者又

は間接協定事業者のガイダンス装置等を示す番号とします。 

（ア）  ００ＸＹ   ＋   ０  ＋   ＡＢＣＤＥ   ＋   ＦＧＨＪ 

      事業者識別番号          市外局番＋市内局番   加入者番号 

有効受信桁数は９桁から 14 桁とします。 

（イ）    ００ＸＹ   ＋    ０Ａ０      ＋     ＣＤＥ     ＋   ＦＧＨＪＫ 

           事業者識別番号   サービス識別番号     事業者識別番号       加入者番号 

有効受信桁数は９桁から 15 桁とします。 

（ウ）    ００ＸＹ      ＋   Ｘ～Ｘ 

                事業者識別番号     サービスコード 

有効受信桁数は５桁から 26 桁とします。 

（エ）  ００ＸＹ      ＋     Ｘ～Ｘ 

 事業者識別番号  国際公衆電気通信番号等（０１０から始まる番号も含む） 
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有効受信桁数は５桁から 26 桁とします。 

（オ）      ０    ＋   ＡＢＣＤＥ   ＋   ＦＧＨＪ 

                国内プレフィックス  市外局番＋市内局番   加入者番号 

  有効受信桁数は国内プレフィックスを除いた８桁から９桁とします。 

（カ）  ０Ａ０    ＋  ＣＤＥ   ＋ ＦＧＨＪＫ 

  サービス識別番号     事業者識別番号     加入者番号 

有効受信桁数は９桁から 11 桁とします。 

（４）サービス提供条件は第１項（４）の規定を準用します。 

（５）当社網と直接協定事業者網間で回線非対応信号を使用する信号方式は次のとおりとします。 

ア  当社網と直接協定事業者網間は共通線信号方式を使用し、ＴＴＣ標準に準拠した No.7 信号方式

を適用します。 

イ  ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表３または技術的条件集別表３．１に示すとおりとします。 

ウ  ＳＣＣＰ仕様は、技術的条件集別表 12 に示すとおりとします。ただし、ＳＣＣＰの最大分割数

は３とし、３を超えた場合は正常性を保証しません。 

エ  ＴＣ仕様は、技術的条件集別表 13 に示すとおりとします。 

オ  ＩＮＡＰ仕様は、技術的条件集別表 19 のＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２）に示

すとおりとします。当社網が直接協定事業者網から本ＩＮＡＰ仕様で規定された以外のオペレー

ション、パラメータ、パラメータ情報要素等を受信した場合、当社は接続に関わる正常性を保証

しません。なお、加入者交換機機能メニューと対応するＩＮＡＰオペレーションの関係は次のと

おりとします。 

加入者交換機機能メニュー 対応する INAPオペレーション 

(1)加入者線毎の判断基準に従ってＳＣＰに制御指示要求を行う。 IDP 

(2)交換機毎の判断基準に従ってＳＣＰに制御指示要求を行う。 IDP 

(3)ＳＣＰからの指示に従い、指示された接続先へ接続する。 CON 

(4)ＳＣＰからの指示に従い、要求されたイベントの設定、指示さ

れた接続先への接続を行う。 

RRB+CON 

(5)ＳＣＰからの指示に従い、呼の解放を行う。 RC 

(6)ＳＣＰからの指示に従い、暫定接続を確立する。 ETC 

(7)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、要求されたイベ

ントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

DFC+RRB+CON 

(8)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、指示された接続

先への接続を行う。 

DFC+CON 

(9)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、呼の解放を行う。 DFC+RC 

(10)ＳＣＰからの指示に従い、要求されたイベントの設定、呼処理

の継続を行う。 

RRB+CUE 

(11)ＳＣＰからの指示に従い、呼処理を継続する。 CUE 

(12)ＳＣＰからの指示に従い、複数の暫定接続の捕捉、要求された

イベントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

ITC+RRB+CON 

(13)ＳＣＰからの指示に従い、全呼セグメントの解放を行う。 RC* 

(14)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの統合を行う。 MC 

(15)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの統合、呼処理の継続

を行う。 

MC+CUE 

(16)ＳＣＰからの指示に従い、レグの移動、呼セグメントの統合を

行う。 

ML+MC 
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(17)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの統合、要求されたイ

ベントの設定、呼処理の継続を行う。 

MC+RRB+CUE 

(18)ＳＣＰからの指示に従い、２つの呼セグメントの解放、要求さ

れたイベントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

RC*+RC*+RRB+CON 

(19)ＳＣＰからの指示に従い、２つの呼セグメントの解放、要求さ

れたイベントの設定、呼処理の継続を行う。 

RC*+RC*+RRB+CUE 

(20)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、要求されたイ

ベントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

RC*+RRB+CON 

(21)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、要求されたイ

ベントの設定、呼処理の継続を行う。 

RC*+RRB+CUE 

(22)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、複数の暫定接

続の捕捉、要求されたイベントの設定、指示された接続先への接

続を行う。 

RC*+ITC+RRB+CON 

(23)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、複数の暫定接続

の捕捉、要求されたイベントの設定、指示された接続先への接続

を行う。 

DFC+ITC+RRB+CON 

(24)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、全呼セグメント

の解放を行う。 

DFC+RC* 

(25)ＳＣＰからの指示に従い、複数の呼セグメントが存在する順方

向接続の切断、呼セグメントの統合、要求されたイベントの設

定、呼処理の継続を行う。 

DFCWA+MC+RRB+CUE 

(26)ＳＣＰからの指示に従い、複数の呼セグメントが存在する順方

向接続の切断、呼セグメントの統合、呼処理の継続を行う。 

DFCWA+MC+CUE 

(27)ＳＣＰからの指示に従い、２つの順方向接続の切断、呼セグメ

ントの統合、要求されたイベントの設定、呼処理の継続を行う。 

DFCWA+DFCWA+MC+RRB+CUE 

(28)ＳＣＰからの指示に従い、２つの順方向接続の切断、呼セグメ

ントの統合、呼処理の継続を行う。 

DFCWA+DFCWA+MC+CUE 

(29)ＳＣＰからの指示に従い、２つの順方向接続の切断、全呼セグ

メントを解放する。 

DFCWA+DFCWA+RC* 

(30)ＳＣＰからの指示に従い、複数の呼セグメントが存在する順方

向接続の切断、全呼セグメントの解放を行う。 

DFCWA+RC* 

(31)ＳＣＰからの指示に従い、２つの呼セグメントの解放、呼処理

を継続する。 

RC*+RC*+CUE 

(32)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、呼処理の継続

を行う。 

RC*+CUE 

(33)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、呼セグメント

の統合を行う。 

RC*+MC 

(34)ＳＣＰからの指示に従い、対話の活性化試験を行い結果をＳＣ

Ｐへ通知する。 

AT 

(35)ＳＣＰからの指示に従い、要求された課金情報の設定、要求さ

れた課金イベントの設定、要求されたイベントの設定、指示され

た接続先への接続を行う。 

SCI+RNC+RRB+CON 

(36)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、要求された課金

情報の設定、要求された課金イベントの設定、要求されたイベン

トの設定、指示された接続先への接続を行う。 

DFC+SCI+RNC+RRB+CON 

(37)ＳＣＰからの指示に従い、複数の暫定接続の捕捉、要求された

課金情報の設定、要求された課金イベントの設定、要求されたイ

ベントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

ITC+SCI+RNC+RRB+CON 
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(38)ＳＣＰからの指示に従い、２つの呼セグメントの解放、要求さ

れた課金情報の設定、要求された課金イベントの設定、要求され

たイベントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

RC*+RC*+SCI+RNC+RRB+CON 

(39)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、要求された課

金情報の設定、要求された課金イベントの設定、要求されたイベ

ントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

RC*+SCI+RNC+RRB+CON 

(40)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、複数の暫定接

続の捕捉、要求された課金情報の設定、要求された課金イベント

の設定、要求されたイベントの設定、指示された接続先への接続

を行う。 

RC*+ITC+SCI+RNC+RRB+CON 

(41)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、複数の暫定接続

の捕捉、要求された課金情報の設定、要求された課金イベントの

設定、要求されたイベントの設定、指示された接続先への接続を

行う。 

DFC+ITC+SCI+RNC+RRB+CON 

なお、各ＩＮＡＰオペレーションの略称は以下のとおりです。 

略称 ＩＮＡＰオペレーション 

AT 活性化試験（ActivityTest） 

CON 接続（Connect） 

CUE 継続（Continue） 

DFC 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） 

DFCWA アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

ENC 課金イベント通知（EventNotificationCharging） 

ER エンティティ解放通知（EntityReleased） 

ETC 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

ERB ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） 

IDP イニシャルＤＰ（InitialDP） 

ITC 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） 

MC 呼セグメント統合（MergeCallSegments） 

ML レグ移動（MoveLeg） 

RC 呼解放（ReleaseCall）（InitialCallSegmentのみの場合） 

RC* 呼解放（ReleaseCall）（InitialCallSegment以外の場合） 

RNC 課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent） 

RRB ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

SCI 課金情報送出（SendChargingInformation） 

カ  ＩＳＵＰおよびＩＮＡＰ間の相互動作仕様は次のとおりとします。 

（ア）当社の加入者交換機がＩＡＭを受信し、ＴＤＰ－Ｒを検出した場合、イニシャルＤＰオペレ

ーションがＳＣＰへ送信されます。ＩＡＭからイニシャルＤＰオペレーションへのパラメー

タのマッピング条件は次のとおりとします。 

ＩＳＵＰメッセージ：ＩＡＭ（注１） ＩＮＡＰオペレーション：イニシャルＤＰ 

着番号 ダイヤル番号(dialedDigits)  

着番号(CalledPartyNumber)（注２） 

発番号 発番号（callingPartyNumber） 

アクセス転送に含まれる 

発サブアドレス情報要素 

発サブアドレス（callingPartySubaddress） 

発ユーザ種別 発ユーザ種別（callingPartysCategory） 

汎用番号（付加発番号） 汎用番号（付加発番号）（genericNumbers） 

順方向呼表示 順方向呼表示（forwardCallIndicators） 

通信路要求表示 伝達能力（bearerCapability） 
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料金区域情報 料金区域情報（ttcChargeAreaInformation） 

契約者番号 契約者番号（ttcContractorNumber） 

事業者情報転送 事業者情報転送 

（ttcCarrierInformationTransfer） 

付加ユーザ種別 付加ユーザ種別（ttcAdditionalPartysCategory） 

注１：オプションパラメータは設定されない場合があります。 

注２：番号計画識別子／番号種別によりダイヤル番号又は着番号パラメータに設定されます。

なおオフフック時無条件ＳＣＰアクセス契約加入者の発信時はダイヤル番号及び着番号

パラメータのいずれも設定されません。また、ＳＣＰアクセス契約者発信時、「＃」の

みがダイヤルされた場合、ダイヤル番号及び着番号パラメータのいずれも設定されませ

ん。 

（イ）当社の加入者交換機はＳＣＰから接続オペレーション、暫定接続確立オペレーション又は暫

定接続起動オペレーションを受信すると、逆方向呼表示パラメータ及び事業者情報転送パラ

メータのみが設定されたＡＣＭを発側回線に送信します。ただし、ＡＣＭを発側回線に送信

するのは、イニシャルＤＰオペレーションに対する初回のオペレーションを受信した場合の

みとします。ＡＣＭにおける逆方向呼表示パラメータは、次のとおり設定されます。 

フィールド 設定内容 

課金表示 ００（表示なし） 

着ユーザ状態表示  ００（表示なし） 

着ユーザ種別表示 ００（表示なし） 

エンド・エンド法表示 ００（エンド・エンド法利用不可（リンクバイリンク法のみ利用可）） 

相互接続表示 ０（相互接続なし） 

エンド・エンド情報表示 ０（エンド・エンド情報利用不可） 

ＩＳＵＰ１リンク表示 １（ＩＳＵＰ１リンクである） 

保留表示 ０（保留必要なし） 

ＩＳＤＮアクセス表示 １（着側のユーザ・網インタフェースがＩＳＤＮ） 

エコー制御装置表示 ０（入エコー制御装置挿入なし） 

ＳＣＣＰ法表示 ００（表示なし） 

また、事業者情報転送パラメータの経由情報転送表示は００（転送なし）が設定され、事業

者情報名にはＳＣＰから接続オペレーション、暫定接続確立オペレーション又は暫定接続起

動オペレーションにより通知されたＳＣＰ事業者情報が設定されます。 

（ウ）当社の加入者交換機がＳＣＰから接続オペレーションを受信すると、ＩＡＭが着側回線に送

信されます。接続オペレーションからＩＡＭへのパラメータのマッピング条件は次のとおり

とします。ＩＡＭにおいて受信されたパラメータで、接続オペレーションのパラメータに置

換されないものは、透過に設定されます。 

ＩＮＡＰオペレーション：接続（注１） ＩＳＵＰメッセージ：ＩＡＭ 

ルーチング対地アドレス 

（destinationRoutingAddress） 

着番号 

相関 ID（correlationID） 相関 id 

scfID（scfID） SCFid 

付加発番号（additionalCallingPartyNumber） 汎用番号（付加発番号） 

（注２） 汎用番号（付加発番号）（genericNumbers） 

第二サービス相互動作表示 

(serviceInteractionIndicatorsTwo) 

着ＩＮ番号（注３） 

ＩＳＤＮアクセス関連情報 

（isdnAccessRelatedInformation) 

アクセス転送（着サブアドレス） 

（注４） 

発信者番号非通知理由（ttcCauseOfNoID） 発信者番号非通知理由（注５） 
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事業者情報転送 

（経由情報転送表示、ＳＣＰ事業者情報） 

（ttcCarrierInformationTransfer） 

事業者情報転送 

（経由情報転送表示、ＳＣＰ事業者情報） 

（注６） 

注１：オプションパラメータは設定されない場合があります。 

注２：発側回線から受信したＩＡＭに付加発番号が設定されていた場合、接続オペレーション

で指示された内容が上書きされます。接続オペレーションに付加発番号および汎用番号

とも設定されている場合は、汎用番号を優先してＩＡＭに設定します。なお、付加発番

号あるいは汎用番号が指示された場合は、送信するＩＡＭの発番号の表示識別を表示不

可に設定します。 

注３：着ＩＮ番号パラメータの設定は次のとおりとします。 

接続オペレーションの第二サービス

相互動作表示の着ＩＮ番号表示許容

指示 

ＩＡＭの着ＩＮ番号 

許容 表示識別：表示可 

アドレス情報：イニシャルＤＰ上のダイヤル番号も

しくは着番号のアドレス情報を設定 

非許容 表示識別：表示不可 

アドレス情報：イニシャルＤＰ上のダイヤル番号も

しくは着番号のアドレス情報を設定 

なお、第二サービス相互動作表示が指示されない場合は着ＩＮ番号の表示識別を表示不可

とします。 

注４：発側回線から受信したＩＡＭにアクセス転送（着サブアドレス）が設定されていた場合、

接続オペレーションで指示された内容が上書きされます。 

注５：発側回線から受信したＩＡＭに発信者番号非通知理由が設定されていた場合、接続オペ

レーションで指示された内容が上書きされます。なお、付加発番号あるいは汎用番号が

指示された場合は、受信したＩＡＭの発信者番号非通知理由を廃棄します。 

注６：発側回線から受信したＩＡＭの事業者情報転送の経由情報転送表示は接続オペレーショ

ンで指示された内容が上書きされます。なお、発側網が要求している情報を削除するよ

うな指示は行わないこととします。また、接続オペレーションで指示されたＳＣＰ事業

者情報がＩＡＭの事業者情報転送に追加されます。 

（エ）受信したＩＡＭに着ＩＮ番号が設定され、かつ第一着ＩＮ番号が設定されていない場合、接

続オペレーション受信により送信するＩＡＭに第一着ＩＮ番号を設定します。第一着ＩＮ番

号には受信したＩＡＭの着ＩＮ番号の内容が透過に設定されます。 

（オ）接続オペレーションによりＩＡＭを送信すると、アドレス完了待ちタイマＴ７を開始します。

タイマＴ７が終了すると、呼は両方向に解放され、適切な表示が発呼端末に返信されます。 

（カ）当社の加入者交換機における、接続オペレーションにより接続された着側回線からの逆方向

メッセージ受信時の動作条件および発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件は次のと

おりとします。 

状態 
着側回線からの 

受信メッセージ 

着側回線からの逆方向メッセージ受信時の動作条件／ 

発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件 

ＡＣＭ待ち ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７は停止されます。また、ＡＣＭをＣ

ＰＧにマッピングし、発側回線に送信します。（注１） 

不完了ＡＣＭ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＣＰＧ イベント表示が「インバンド情報あるいは適当なパターンが現在

利用可能」の場合はＴ７タイマを停止し、ＣＰＧを発側回線に透

過に送信します。イベント表示が上記以外の場合はＣＰＧを廃棄

します。 
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ＲＥＬ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＩＡＭ 当該回線に優先権がある場合は受信したＩＡＭを廃棄し、ＡＣＭ

を待ちます。優先権がない場合は他の回線から自動再試行を行い

ます。 

その他 着側回線に対しＲＳＣを送信し、他の回線から自動再試行を行い

ます。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＣＭ待ち

（ＣＰＧ受

信後） 

ＡＣＭ ＡＣＭをＣＰＧにマッピングし、発側回線に送信します。（注１） 

不完了ＡＣＭ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。 

ＲＥＬ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ待ち ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。 

不完了ＣＰＧ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＡＮＭ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＣＨＧ 受信したＣＨＧを発側回線に透過に送信します。 

ＲＥＬ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

発着同時ユ

ーザ相互動

作時におけ

るＥＤＰ中

断中（発側～

着側回線が

同一ＣＳの

状態） 

ＲＥＬ 着側回線を解放し、受信したＲＥＬを発側回線に透過に送信しま

す。また、捕捉中の暫定回線を解放します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

受信したメッセージは廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

発着同時ユ

ーザ相互動

作時におけ

るＥＤＰ中

断中（発着同

時ユーザ相

互動作中） 

ＲＥＬ 着側回線を解放し、着側回線と接続されている暫定回線を解放し

ます。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

着側回線と接続されている暫定回線に対しＳＵＳ／ＲＥＳを透

過に送信します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

通信中 ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。 

ＣＨＧ 受信したＣＨＧを発側回線に透過に送信します。 

ＲＥＬ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

受信したＳＵＳ／ＲＥＳを発側回線に透過に送信します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

注１：ＡＣＭをＣＰＧにマッピングする場合のパラメータのマッピングは次のとおりとします。

なお、その他のパラメータは透過にマッピングされます。 

パラメータ 設定内容 

イベント情報 イベント表示：注２ 

イベント提示制限表示：表示なし 

逆方向呼表示 注３ 

注２：イベント表示の設定条件は次のとおりとします。 

ACM 上の逆方向呼表示 

ACM上の            パラメータ 

オプション逆方向呼表示 

着ユーザ状態表示 

表示なし 加入者空き 

実装なし イベント表示：経過表示 イベント表示：呼出中 

インバンド 表示なし イベント表示：経過表示 イベント表示：呼出中 
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帯域内 

情報表示 

インバンド情報あるいは

適当なパターンが現在利

用可能 

イベント表示：インバン

ド情報あるいは適当なパ

ターンが現在利用可能 

イベント表示：インバンド

情報あるいは適当なパタ

ーンが現在利用可能 

注３：課金情報送出オペレーションが指示されている場合、指示内容に従い課金表示を変換し

ます。その他のフィールドは透過に設定します。 

（キ）当社の加入者交換機はＳＣＰから呼解放オペレーションを受信すると、ＲＥＬを発側回線又

は暫定回線に送信します。理由表示パラメータは、呼解放オペレーションの呼解放Ａｒｇパ

ラメ－タを含んでいます。もし、呼解放オペレーションに理由表示パラメータが示されない

場合は、理由表示＃３１が送信されます。 

（ク）呼に関連したイベントの監視を加入者交換機に要求する場合、ＳＣＰはＢＣＳＭイベント報

告要求オペレーションを使用します。監視モードが「中断(interrupted)」若しくは「通知し

継続（notifyAndContinue）」のいずれであるかはオペレーションによって表示されます。「通

知し継続」モードでは、イベントはＳＣＰに対するＢＣＳＭイベント報告オペレーションの

ＥＤＰ-Ｎ（通知モード）として通知され、通常呼処理を継続します。「中断」モードでは、

イベントはＢＣＳＭイベント報告オペレーションのＥＤＰ－Ｒ（要求モード）として通知さ

れ、加入者交換機はＳＣＰからの指示を待ちます。イベント検出ポイントは次のとおりとし

ます。 

検出ポイント ＤＰ検出条件 

発側－着信者話

中 

（１）理由種別１７、１８又は６３で生成源が「ユーザ」以外のＲＥＬ受信 

   （ユーザ話中）  

（２）理由種別２０のＣＰＧ、ＡＣＭ又はＲＥＬ受信 

発側－無応答 （１）タイマＴNoReply のタイムアウト 

（２）理由種別１８のＣＰＧ又はＡＣＭ受信 

発側－応答 ＡＮＭ受信 

発側－切断 （３） 通話中にＲＥＬ受信 

（４） タイマＴSUS タイムアウト 

発側－放棄 応答前に発側回線からのＲＥＬ受信 

（ケ）発側－無応答が設定された場合、着側回線からのＡＣＭ（不完了ＡＣＭの場合は除く）の受

信でタイマＴNoReply が開始され、ＡＮＭの受信でタイマＴNoReply を停止します。 

（コ）ＲＥＬを発側回線又は着側回線から受信し、ＥＤＰ－Ｎ（通知モード）として設定された検

出ポイントに対応する場合には、加入者交換機は呼を切断します。ＲＥＬを着側回線から受

信し、ＥＤＰ－Ｒ（要求モード）として設定された検出ポイントに対応する場合には、加入

者交換機は着側回線を切断し、発側回線を保留します。呼処理を中断し加入者交換機はＳＣ

Ｐからの指示を待ちます。不完了ＡＣＭ又は不完了ＣＰＧを着側回線から受信し、ＥＤＰ－

Ｒ（要求モード）として設定された検出ポイントに対応する場合には、加入者交換機は着側

回線の切断及び発側回線の保留を行い、呼処理を中断しＳＣＰからの指示を待ちます。設定

された検出ポイントに対応しない場合もしくは検出ポイントが設定されていない場合には、

通常呼処理を継続します。 

（サ）検出ポイントが設定され、発側－着信者話中、発側－切断又は発側－放棄を検出した場合、

該当する理由表示をＢＣＳＭイベント報告オペレーションにマッピングしＳＣＰに通知しま

す。 

（シ）当社の加入者交換機はＳＣＰから暫定接続確立オペレーションを受信し、受信したＩＡＭ中

の通信路要求表示が「音声」、「３．１ｋＨｚオーディオ」の場合、暫定回線を接続します。

他の通信路要求表示値を受信した場合、理由表示＃６５を含むＲＥＬにより呼が切断されま
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す。受信した暫定接続確立オペレーション中のパラメータとＩＡＭで転送されるパラメータ

のマッピングは次のとおりとします。 

ＩＮＡＰオペレーション：暫定接続確立（注１） ＩＳＵＰメッセージ：ＩＡＭ 

アシスト SSP-IP ルーチングアドレス

（assistingSSPIPRoutingAddress） 

着番号 

相関 ID（correlationID） 相関 id 

scfID（scfID） SCFid 

事業者情報転送（ＳＣＰ事業者情報）

（ttcCarrierInformationTransfer） 

事業者情報転送 

（ＳＣＰ事業者情報）（注２） 

注１：オプションパラメータは設定されない場合があります。 

注２：事業者情報転送の経由情報転送表示は１１（両方向）が設定されます。 

（ス）暫定接続確立オペレーションにより送信されるＩＡＭ中のパラメータは次のとおり設定され

ます。 

パラメータ 設定内容 

接続特性表示 受信したＩＡＭに設定されていた内容が透過に設定されます。 

順方向呼表示 国内／国際呼表示：    受信したＩＡＭに設定されていた内容が透過に設定 

             されます。 

エンド・エンド法表示：  ００（エンド・エンド法が利用できない） 

相互接続表示：      ０（相互接続表示なし） 

エンド・エンド情報表示： ０（エンド・エンド情報利用できない） 

ＩＳＵＰ１リンク表示：  １（ＩＳＵＰ１リンクである） 

ＩＳＵＰ１リンク希望表示：１０（ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須である） 

ＩＳＤＮアクセス表示：  ０（発側のユーザ・網インタフェースが非ＩＳＤＮ） 

ＳＣＣＰ法表示：     ００（表示なし） 

発ユーザ種別 ００００１０１０（一般発ユーザ）／００００１１０１（試験呼） 

通信路要求表示 ００００００１１（３．１ｋＨｚオーディオ） 

事業者情報転送 発事業者情報として当社の情報が設定されます。 

料金区域情報 イニシャルＤＰを送信した当社の加入者交換機のＣＡコードが設定されます。 

発番号 設定されません。 

（セ）暫定接続確立オペレーションによりＩＡＭを送信すると、アドレス完了待ちタイマＴ７が開

始されます。タイマＴ７がタイムアウトした場合には、暫定回線を切断し、ＳＣＰに対し通

知を行い指示を待ちます。 

（ソ）当社の加入者交換機における、暫定接続確立オペレーションにより接続された暫定回線から

の逆方向メッセージ受信時の動作条件および発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件

は次のとおりとします。 

状態 
暫定回線からの 

受信メッセージ 

暫定回線からの逆方向メッセージ受信時の動作条件／ 

発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件 

ＡＣＭ待ち ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７は停止されます。また、ＡＣＭをＣ

ＰＧにマッピングし、発側回線に送信します。（注１） 

不完了ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７を停止し、暫定回線を解放します。

受信したメッセージは廃棄します。 

ＣＰＧ イベント表示が「インバンド情報あるいは適当なパターンが現在

利用可能」の場合はＴ７タイマを停止し、ＣＰＧを発側回線に透

過に送信します。ただし、課金情報、課金情報種別、課金情報遅

延、付加ユーザ種別、料金区域情報、事業者情報転送の各パラメ

ータは廃棄します。イベント表示が上記以外の場合はＣＰＧを廃

棄します。 

ＲＥＬ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＩＡＭ 当該回線に優先権がある場合は受信したＩＡＭを廃棄し、ＡＣＭ

を待ちます。優先権がない場合は他の回線から自動再試行を行い

ます。 
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その他 暫定回線に対しＲＳＣを送信し、他の回線から自動再試行を行い

ます。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＣＭ待ち

（ＣＰＧ受

信後） 

ＡＣＭ ＡＣＭをＣＰＧにマッピングし、発側回線に送信します。（注１） 

不完了ＡＣＭ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。ただし、課金情

報、課金情報種別、課金情報遅延、付加ユーザ種別、料金区域情

報、事業者情報転送の各パラメータは廃棄します。 

ＲＥＬ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ待ち ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。ただし、課金情

報、課金情報種別、課金情報遅延、付加ユーザ種別、料金区域情

報、事業者情報転送の各パラメータは廃棄します。 

不完了ＣＰＧ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ 受信したメッセージは廃棄します。 

ＣＨＧ 受信したメッセージは廃棄します。 

ＲＥＬ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

通信中 ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。ただし、課金情

報、課金情報種別、課金情報遅延、付加ユーザ種別、料金区域情

報、事業者情報転送の各パラメータは廃棄します。 

ＲＥＬ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

受信したＳＵＳ／ＲＥＳを発側回線に透過に送信します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

注１：ＡＣＭをＣＰＧにマッピングする場合のパラメータのマッピングは次のとおりとします。

なお、課金情報、課金情報種別、課金情報遅延、付加ユーザ種別、料金区域情報、事業

者情報転送の各パラメータは廃棄しますが、その他のパラメータは透過にマッピングさ

れます。 

パラメータ 設定内容 

イベント情報 イベント表示：注２ 

イベント提示制限表示：表示なし 

逆方向呼表示 注３ 

注２：イベント表示の設定条件は次のとおりとします。 

ACM 上の逆方向呼表示 

ACM上の            パラメータ 

オプション逆方向呼表示 

着ユーザ状態表示 

表示なし 加入者空き 

実装なし イベント表示：経過表示 イベント表示：呼出中 

インバンド 

帯域内 

情報表示 

表示なし イベント表示：経過表示 イベント表示：呼出中 

インバンド情報あるいは

適当なパターンが現在利

用可能 

イベント表示：インバンド

情報あるいは適当なパタ

ーンが現在利用可能 

イベント表示：インバン

ド情報あるいは適当なパ

ターンが現在利用可能 

注３：課金情報送出オペレーションが指示されている場合、指示内容に従い課金表示を変換し

ます。その他のフィールドは透過に設定します。 

（タ）当社の加入者交換機はＳＣＰから順方向接続切断オペレーションを受信した場合、暫定回線

に対して正常切断手順を適用します。順方向へ送信されるＲＥＬには理由表示＃３１が含ま

れます。 

（チ）当社の加入者交換機はＳＣＰから暫定接続起動オペレーションを受信し、ＩＡＭ中の通信路

要求表示が「音声」、「３．１ｋＨｚオーディオ」の場合、暫定回線を接続します。他の通
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信路要求表示値を受信した場合、理由表示＃６５を含むＲＥＬにより呼が切断されます。受

信した暫定接続起動オペレーション中のパラメータとＩＡＭで転送されるパラメータのマッ

ピングは次のとおりとします。 

ＩＮＡＰオペレーション：暫定接続起動（注１） ＩＳＵＰメッセージ：ＩＡＭ 

アシスト SSP-IP ルーチングアドレス

（assistingSSPIPRoutingAddress） 

着番号 

相関 ID（correlationID） 相関 id 

scfID（scfID） SCFid 

事業者情報転送（ＳＣＰ事業者情報）

（ttcCarrierInformationTransfer） 

事業者情報転送 

（ＳＣＰ事業者情報）（注２） 

注１：オプションパラメータは設定されない場合があります。 

注２：事業者情報転送の経由情報転送表示は１１（両方向）が設定されます。 

（ツ）暫定接続起動オペレーションにより送信されるＩＡＭ中のパラメータは次のとおり設定され

ます。 

パラメータ 設定内容 

接続特性表示 受信したＩＡＭに設定されていた内容が透過に設定されます。 

順方向呼表示 国内／国際呼表示：    受信したＩＡＭに設定されていた内容が透過に設定 

             されます。 

エンド・エンド法表示：  ００（エンド・エンド法が利用できない） 

相互接続表示：      ０（相互接続表示なし） 

エンド・エンド情報表示： ０（エンド・エンド情報利用できない） 

ＩＳＵＰ１リンク表示：  １（ＩＳＵＰ１リンクである） 

ＩＳＵＰ１リンク希望表示：１０（ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須である） 

ＩＳＤＮアクセス表示：  ０（発側のユーザ・網インタフェースが非ＩＳＤＮ） 

ＳＣＣＰ法表示：     ００（表示なし） 

発ユーザ種別 ００００１０１０（一般発ユーザ）／００００１１０１（試験呼） 

通信路要求表示 ００００００１１（３．１ｋＨｚオーディオ） 

事業者情報転送 発事業者情報として当社の情報が設定されます。 

料金区域情報 イニシャルＤＰを送信した当社の加入者交換機のＣＡコードが設定されます。 

発番号 設定されません。 

（テ）暫定接続起動オペレーションによりＩＡＭを送信すると、アドレス完了待ちタイマＴ７が開

始されます。タイマＴ７がタイムアウトした場合には、２つの暫定回線を切断し、ＳＣＰに

対し通知を行い指示を待ちます。送信される２つのＩＡＭはそれぞれ異なるＩＡＭのＡＣＭ

受信の有無に影響を受けずにシーケンシャルに送出されます。 

（ト）当社の加入者交換機における、暫定接続起動オペレーションにより接続された暫定回線から

の逆方向メッセージ受信時の動作条件および発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件

は次のとおりとします。 

状態 
暫定回線からの 

受信メッセージ 

暫定回線からの逆方向メッセージ受信時の動作条件／ 

発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件 

ＡＣＭ待ち ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７は停止されます。受信したメッセー

ジは廃棄します。 

不完了ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７を停止し、当該暫定回線を解放しま

す。また、理由表示＃３１を含むＲＥＬによりもう一方の暫定回

線も切断されます。受信したメッセージは廃棄します。 

ＣＰＧ イベント表示が「インバンド情報あるいは適当なパターンが現在

利用可能」の場合はＴ７タイマを停止します。受信したメッセー

ジは廃棄します。 

ＲＥＬ 当該暫定回線を解放し、理由表示＃３１を含むＲＥＬによりもう

一方の暫定回線も切断されます。受信したメッセージは廃棄しま

す。 
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ＩＡＭ 当該回線に優先権がある場合は受信したＩＡＭを廃棄し、ＡＣＭ

を待ちます。優先権がない場合は他の回線から自動再試行を行い

ます。 

その他 当該暫定回線に対しＲＳＣを送信し、他の回線から自動再試行を

行います。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＣＭ待ち

（ＣＰＧ受

信後） 

ＡＣＭ ＡＮＭ待ちに遷移します。受信したメッセージは廃棄します。 

不完了ＡＣＭ 当該暫定回線を解放します。また、理由表示＃３１を含むＲＥＬ

によりもう一方の暫定回線も切断されます。受信したメッセージ

は廃棄します。 

ＲＥＬ 当該暫定回線を解放します。また、理由表示＃３１を含むＲＥＬ

によりもう一方の暫定回線も切断されます。受信したメッセージ

は廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ待ち 不完了ＣＰＧ 当該暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ 通信中状態に遷移します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＲＥＬ 当該暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

発着同時ユ

ーザ相互動

作時におけ

るＥＤＰ中

断中（発着同

時ユーザ相

互動作中） 

ＲＥＬ 当該暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

当該暫定回線が発側回線と接続されている場合は、受信したメッ

セージは廃棄します。当該暫定回線が着側回線と接続されている

場合は、着側回線に対しＳＵＳ／ＲＥＳを透過に送信します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

（ナ）不完了ＡＣＭ、不完了ＣＰＧ又はＲＥＬにより、暫定接続起動オペレーションにより生成さ

れた呼セグメントを解放する場合、該当する理由表示をエンティティ解放通知オペレーショ

ンにマッピングしＳＣＰに通知します。 

（ニ）当社の加入者交換機はＳＣＰから呼セグメント統合オペレーションを受信した場合、発側回

線にＣＰＧを返送する場合があります。ＣＰＧのパラメータは次のとおり設定されます。そ

の他のパラメータは設定されません。 

パラメータ 設定内容 

イベント情報 イベント表示：インバンド情報あるいは適当なパターンが現在利用可能 

イベント提示制限表示：表示なし 

（ヌ）当社の加入者交換機はＳＣＰからアーギュメント付き順方向接続切断オペレーションを受信

した場合、指定されたレグＩＤに対応する暫定回線に対して正常切断手順を適用します。順

方向へ送信されるＲＥＬには理由表示＃３１が含まれます。 

（ネ）当社の加入者交換機はＳＣＰから課金情報送出オペレーションを受信した場合、指示内容に

従い、発側回線に送信されるＣＰＧ（着側回線から受信したＡＣＭを変換したＣＰＧを含み

ます）およびＡＮＭの逆方向呼表示パラメータの課金表示を変換します。なお、逆方向呼表

示パラメータが設定されてない場合は対象外とします。 

（ノ）呼に関連した課金イベントの監視を加入者交換機に要求する場合、ＳＣＰは課金イベント通

知要求オペレーションを使います。課金イベントはＳＣＰに対する課金イベント通知オペレ

ーションにより通知され、通常呼処理を継続します。課金イベントの検出条件は次のとおり

とします。ただし、不完了ＡＣＭおよび不完了ＣＰＧは対象外とします。 

課金イベント 検出条件 

付加ユーザ種別 ＡＣＭ／ＣＰＧ／ＣＨＧ／ＡＮＭに付加ユーザ種別パラメータが含まれてい

る 

事業者情報転送 ＡＣＭ／ＣＰＧに事業者情報転送パラメータが含まれている 

逆方向呼表示 ＡＣＭ／ＣＰＧ／ＡＮＭに逆方向呼表示パラメータが含まれている 

課金情報遅延 ＡＣＭ／ＣＰＧに課金情報遅延パラメータが含まれている 
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料金区域情報 ＡＣＭ／ＣＰＧ／ＣＨＧ／ＡＮＭに料金区域情報パラメータが含まれている 

 

 

（ハ）当社の加入者交換機のＩＳＵＰタイマは次のとおりとします。 

記号 ﾀｲﾑｱｳﾄ値 開始要因 正常終了 満了時 

ＴSUS ２～４秒 網起動のＳＵＳ受信時 網起動のＲＥＳ又はＲ

ＥＬ受信時 

解放手順を開始もし

くはＳＣＰへ通知 

ＴNoReply Ｓ Ｃ Ｐ 制

御による 

ＡＣＭ（不完了ＡＣＭ

は除く）を受信した際

に発側－無応答が設定

されていた時 

ＡＮＭ又は不完了ＣＰ

Ｇ，ＲＥＬ受信時 

ＳＣＰへ通知し、後位

コネクションを解放

する。 

キ  本インタフェースに関するシーケンスは次のとおりとします。ただし、接続シーケンスは発側網

と当社網間、当社網と着側網間、当社網と直接協定事業者ＳＣＰ間のみを規定することとします。 

項番 ＩＮＡＰオペレーション コネクションタイプ ｼｰｹﾝｽﾊﾟﾀｰﾝ 

１ InitialDP 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ、

64Kbit/s 非制限 

ＰＴ－Ｑ１ 

２ Connect 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ、

64Kbit/s 非制限 

ＰＴ－Ｑ２ 

３ EstablishTemporaryConnection 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ３ 

４ RequestReportBCSMEvent, EventReportBCSM 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ、

64Kbit/s 非制限 

ＰＴ－Ｑ４ 

５ DisconnectForwardConnection 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ５ 

６ ReleaseCall、ReleaseCall* 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ、

64Kbit/s 非制限 

ＰＴ－Ｑ６ 

７ DisconnectForwardConnectionWithArgument 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ７ 

８ InitiateTemporaryConnections 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ８ 

９ MergeCallSegments － ＰＴ－Ｑ９ 

10 MoveLeg － ＰＴ－Ｑ１０ 

11 Continue － ＰＴ－Ｑ１１ 

12 RequestNotificationChargingEvent, 

EventNotificationCharging 

－ ＰＴ－Ｑ１２ 

13 SendChargingInformation － ＰＴ－Ｑ１３ 

14 EntityReleased － ＰＴ－Ｑ１４ 

15 ActivityTest － ＰＴ－Ｑ１５ 

16 RestartNotification, 

RestartNotificationAcknowledgement 

－ ＰＴ－Ｑ１６ 

17 試験 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ１７ 

（６）当社網と直接協定事業者網間又は間接協定事業者網間で回線対応信号を使用する信号方式は、第 32

条（接続方式）第１項の分類１から分類５の規定を準用します。 

（７）当社網と直接協定事業者網間及び間接協定事業者網間で使用する網使用料の課金方式は第１項

（７）の規定を準用します。 

（８）当社網と直接協定事業者網間で使用する試験方式は第１項（８）の規定を準用します。 

３ ＮＴＴ－ＣＳ２．３による当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次のとおりとします。 

（１）当社の加入契約者がダイヤルした番号又は間接協定事業者からの接続番号により当社網の加入者交

換機から直接協定事業者網のＳＣＰへ問合せを行う「交換機毎の判断基準」に適用される番号は番

号規則を準用することとし、その構成は次のとおりとします。なお、直接協定事業者は交換機毎の

判断基準に適用される番号を当社に通知することを要します。 

ア      ０ＡＢ０     ＋      ＤＥＦ     ＋    ＧＨＪ（Ｋ） 

サービス識別番号     事業者識別番号       加入者番号 
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直接協定事業者に割り当てられた番号とします。ＤＥＦまでで交換機毎の判断基準に合致するか

どうかを識別します。ただし、番号ポータビリティ接続機能において適用される接続番号は次の

とおりとします。 

（ア）当社網の加入者交換機から移転元事業者となる直接協定事業者網のＳＣＰへ問合せを行う交

換機毎の判断基準に適用される接続番号構成は次のとおりとします。 

   ０１２０   ＋  ＤＥＦ   ＋  ＧＨＪ 

    サービス識別番号  事業者識別番号       加入者番号 

   ０８００   ＋  ＤＥＦ   ＋  ＧＨＪＫ 

    サービス識別番号  事業者識別番号       加入者番号 

（イ）当社網の加入者交換機から移転先事業者となる直接協定事業者網のＳＣＰへ問合せを行う交

換機毎の判断基準に適用される、移転先事業者網へのルーチング情報を示す接続番号（以下、

ネットワークルーチング番号といいます。）の構成は次のとおりとします。 

   ０１２０   ＋  ＤＥＦ   ＋ （ＧＨＪＫ） 

    サービス識別番号  事業者識別番号       加入者番号 

    当社網と直接協定事業者網間で転送する着信番号の有効受信桁数は１桁目の０を除いた

６～１０桁とします。 

   ０８００   ＋  ＤＥＦ   ＋ （ＧＨＪＫＬ） 

    サービス識別番号  事業者識別番号       加入者番号 

    当社網と直接協定事業者網間で転送する着信番号の有効受信桁数は１桁目の０を除いた

６～１１桁とします。 

イ      ０Ａ０      ＋     ＣＤＥ     ＋    ＦＧＨＪＫ 

サービス識別番号     事業者識別番号       加入者番号 

直接協定事業者に割り当てられた番号とします。ＣＤＥＦまでで交換機毎の判断基準に合致する

かどうかを識別します。 

ウ     ００ＸＹ    ＋  Ｘ１Ｘ２～Ｘｎ 

事業者識別番号    サービスコード 

直接協定事業者に割り当てられた番号とします。Ｘ１Ｘ２までで交換機毎の判断基準に合致するか

どうかを識別します。最大受信桁数は 16 桁とします。 

（２） 当社の加入契約者のうち、ＳＣＰアクセス契約加入者が発信する場合に適用される番号は第１項

（２）の規定を準用します。 

（３）  直接協定事業者網のＳＣＰから当社網の加入者交換機へ信号により通知する電気通信番号は番号

規則を準用することとします。なお、直接協定事業者は当社の加入者交換機から直接協定事業者網

又は間接協定事業者網へ接続するための電気通信番号を当社に通知することを要します。 

     ただし、試験番号については本項（８）に規定します。 

ア 当社網と直接協定事業者網間又は間接協定事業者網間で呼を接続するために直接協定事業者網

のＳＣＰから当社網の加入者交換機へ接続オペレーションにより通知する番号の構成は次のとお

りとします。  

（ア）  ００ＸＹ   ＋ ０ ＋  ＡＢＣＤＥ   ＋   ＦＧＨＪ 

      事業者識別番号      市外局番＋市内局番   加入者番号 

有効受信桁数は９桁から 14 桁とします。 

（イ）    ００ＸＹ   ＋    ０Ａ０      ＋     ＣＤＥ     ＋    ＦＧＨＪＫ 
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           事業者識別番号   サービス識別番号     事業者識別番号       加入者番号 

有効受信桁数は９桁から 15 桁とします。 

（ウ）    ００ＸＹ      ＋   Ｘ～Ｘ 

                事業者識別番号     サービスコード 

有効受信桁数は５桁から 26 桁とします。 

（エ）  ００ＸＹ      ＋     Ｘ～Ｘ 

 事業者識別番号  国際公衆電気通信番号等（０１０から始まる番号も含む） 

有効受信桁数は５桁から 26 桁とします。 

（オ）    ０    ＋    ＡＢＣＤＥ   ＋   ＦＧＨＪ 

                国内プレフィックス   市外局番＋市内局番   加入者番号 

  有効受信桁数は国内プレフィックスを除いた８桁から９桁とします。 

（カ）  ０Ａ０    ＋  ＣＤＥ  ＋ ＦＧＨＪＫ 

  サービス識別番号     事業者識別番号     加入者番号 

有効受信桁数は９桁から 11 桁とします。 

イ 移転元事業者となる直接協定事業者網のＳＣＰから当社網の加入者交換機へ接続オペレーショ

ンにより通知するネットワークルーチング番号の構成は次のとおりとします。 

（ア）  ０１２０   ＋  ＤＥＦ  ＋ （ＧＨＪＫ） 

  サービス識別番号     事業者識別番号     加入者番号 

有効受信桁数は１桁目の０を除いた６～１０桁とします。 

（イ）  ０８００   ＋  ＤＥＦ  ＋ （ＧＨＪＫＬ） 

  サービス識別番号     事業者識別番号     加入者番号 

有効受信桁数は１桁目の０を除いた６～１１桁とします。 

ウ  当社網と直接協定事業者網間又は間接協定事業者網間で暫定回線を接続するために直接協定事

業者網のＳＣＰから当社網の加入者交換機へ暫定接続確立もしくは暫定接続起動オペレーション

により通知する番号の構成は次のとおりとします。ただし、それぞれの番号は直接協定事業者又

は間接協定事業者のガイダンス装置等を示す番号とします。 

（ア）  ００ＸＹ   ＋   ０  ＋   ＡＢＣＤＥ   ＋   ＦＧＨＪ 

      事業者識別番号          市外局番＋市内局番   加入者番号 

有効受信桁数は９桁から 14 桁とします。 

（イ）    ００ＸＹ   ＋    ０Ａ０      ＋     ＣＤＥ     ＋   ＦＧＨＪＫ 

           事業者識別番号   サービス識別番号     事業者識別番号       加入者番号 

有効受信桁数は９桁から 15 桁とします。 

（ウ）    ００ＸＹ      ＋   Ｘ～Ｘ 

                事業者識別番号     サービスコード 

有効受信桁数は５桁から 26 桁とします。 

（エ）  ００ＸＹ      ＋     Ｘ～Ｘ 

 事業者識別番号  国際公衆電気通信番号等（０１０から始まる番号も含む） 

有効受信桁数は５桁から 26 桁とします。 

（オ）      ０    ＋   ＡＢＣＤＥ   ＋   ＦＧＨＪ 

                国内プレフィックス  市外局番＋市内局番   加入者番号 

  有効受信桁数は国内プレフィックスを除いた８桁から９桁とします。 
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（カ）  ０Ａ０    ＋  ＣＤＥ   ＋ ＦＧＨＪＫ 

  サービス識別番号     事業者識別番号     加入者番号 

有効受信桁数は９桁から 11 桁とします。 

（４）サービス提供条件は第１項（４）の規定を準用します。 

（５）当社網と直接協定事業者網間で回線非対応信号を使用する信号方式は次のとおりとします。 

ア  当社網と直接協定事業者網間は共通線信号方式を使用し、ＴＴＣ標準に準拠した No.7 信号方式

を適用します。 

イ  ＭＴＰ仕様は、技術的条件集別表３または技術的条件集別表３．１に示すとおりとします。 

ウ  ＳＣＣＰ仕様は、技術的条件集別表 12 に示すとおりとします。ただし、ＳＣＣＰの最大分割数

は３とし、３を超えた場合は正常性を保証しません。 

エ  ＴＣ仕様は、技術的条件集別表 13 に示すとおりとします。 

オ  ＩＮＡＰ仕様は、技術的条件集別表 19 のＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３）に示

すとおりとします。当社網が直接協定事業者網から本ＩＮＡＰ仕様で規定された以外のオペレー

ション、パラメータ、パラメータ情報要素等を受信した場合、当社は接続に関わる正常性を保証

しません。なお、加入者交換機機能メニューと対応するＩＮＡＰオペレーションの関係は次のと

おりとします。 

加入者交換機機能メニュー 対応する INAPオペレーション 

(1)加入者線毎の判断基準に従ってＳＣＰに制御指示要求を行う。 IDP 

(2)交換機毎の判断基準に従ってＳＣＰに制御指示要求を行う。 IDP（注１） 

(3)ＳＣＰからの指示に従い、指示された接続先へ接続する。 CON（注２） 

(4)ＳＣＰからの指示に従い、要求されたイベントの設定、指示さ

れた接続先への接続を行う。 

RRB+CON 

(5)ＳＣＰからの指示に従い、呼の解放を行う。 RC 

(6)ＳＣＰからの指示に従い、暫定接続を確立する。 ETC 

(7)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、要求されたイベ

ントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

DFC+RRB+CON 

(8)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、指示された接続

先への接続を行う。 

DFC+CON 

(9)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、呼の解放を行う。 DFC+RC 

(10)ＳＣＰからの指示に従い、要求されたイベントの設定、呼処理

の継続を行う。 

RRB+CUE 

(11)ＳＣＰからの指示に従い、呼処理を継続する。 CUE 

(12)ＳＣＰからの指示に従い、複数の暫定接続の捕捉、要求された

イベントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

ITC+RRB+CON 

(13)ＳＣＰからの指示に従い、全呼セグメントの解放を行う。 RC* 

(14)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの統合を行う。 MC 

(15)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの統合、呼処理の継続

を行う。 

MC+CUE 

(16)ＳＣＰからの指示に従い、レグの移動、呼セグメントの統合を

行う。 

ML+MC 

(17)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの統合、要求されたイ

ベントの設定、呼処理の継続を行う。 

MC+RRB+CUE 

(18)ＳＣＰからの指示に従い、２つの呼セグメントの解放、要求さ

れたイベントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

RC*+RC*+RRB+CON 
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(19)ＳＣＰからの指示に従い、２つの呼セグメントの解放、要求さ

れたイベントの設定、呼処理の継続を行う。 

RC*+RC*+RRB+CUE 

(20)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、要求されたイ

ベントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

RC*+RRB+CON 

(21)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、要求されたイ

ベントの設定、呼処理の継続を行う。 

RC*+RRB+CUE 

(22)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、複数の暫定接

続の捕捉、要求されたイベントの設定、指示された接続先への接

続を行う。 

RC*+ITC+RRB+CON 

(23)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、複数の暫定接続

の捕捉、要求されたイベントの設定、指示された接続先への接続

を行う。 

DFC+ITC+RRB+CON 

(24)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、全呼セグメント

の解放を行う。 

DFC+RC* 

(25)ＳＣＰからの指示に従い、複数の呼セグメントが存在する順方

向接続の切断、呼セグメントの統合、要求されたイベントの設

定、呼処理の継続を行う。 

DFCWA+MC+RRB+CUE 

(26)ＳＣＰからの指示に従い、複数の呼セグメントが存在する順方

向接続の切断、呼セグメントの統合、呼処理の継続を行う。 

DFCWA+MC+CUE 

(27)ＳＣＰからの指示に従い、２つの順方向接続の切断、呼セグメ

ントの統合、要求されたイベントの設定、呼処理の継続を行う。 

DFCWA+DFCWA+MC+RRB+CUE 

(28)ＳＣＰからの指示に従い、２つの順方向接続の切断、呼セグメ

ントの統合、呼処理の継続を行う。 

DFCWA+DFCWA+MC+CUE 

(29)ＳＣＰからの指示に従い、２つの順方向接続の切断、全呼セグ

メントを解放する。 

DFCWA+DFCWA+RC* 

(30)ＳＣＰからの指示に従い、複数の呼セグメントが存在する順方

向接続の切断、全呼セグメントの解放を行う。 

DFCWA+RC* 

(31)ＳＣＰからの指示に従い、２つの呼セグメントの解放、呼処理

を継続する。 

RC*+RC*+CUE 

(32)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、呼処理の継続

を行う。 

RC*+CUE 

(33)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、呼セグメント

の統合を行う。 

RC*+MC 

(34)ＳＣＰからの指示に従い、対話の活性化試験を行い結果をＳＣ

Ｐへ通知する。 

AT 

(35)ＳＣＰからの指示に従い、要求された課金情報の設定、要求さ

れた課金イベントの設定、要求されたイベントの設定、指示され

た接続先への接続を行う。 

SCI+RNC+RRB+CON 

(36)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、要求された課金

情報の設定、要求された課金イベントの設定、要求されたイベン

トの設定、指示された接続先への接続を行う。 

DFC+SCI+RNC+RRB+CON 

(37)ＳＣＰからの指示に従い、複数の暫定接続の捕捉、要求された

課金情報の設定、要求された課金イベントの設定、要求されたイ

ベントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

ITC+SCI+RNC+RRB+CON 

(38)ＳＣＰからの指示に従い、２つの呼セグメントの解放、要求さ

れた課金情報の設定、要求された課金イベントの設定、要求され

たイベントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

RC*+RC*+SCI+RNC+RRB+CON 
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(39)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、要求された課

金情報の設定、要求された課金イベントの設定、要求されたイベ

ントの設定、指示された接続先への接続を行う。 

RC*+SCI+RNC+RRB+CON 

(40)ＳＣＰからの指示に従い、呼セグメントの解放、複数の暫定接

続の捕捉、要求された課金情報の設定、要求された課金イベント

の設定、要求されたイベントの設定、指示された接続先への接続

を行う。 

RC*+ITC+SCI+RNC+RRB+CON 

(41)ＳＣＰからの指示に従い、順方向接続の切断、複数の暫定接続

の捕捉、要求された課金情報の設定、要求された課金イベントの

設定、要求されたイベントの設定、指示された接続先への接続を

行う。 

DFC+ITC+SCI+RNC+RRB+CON 

注１：当社網から移転先事業者となる直接協定事業者網にネットワークルーチング番号により問い

合わせを行う際には本ＩＮＡＰオペレーションを使用します。 

注２：移転元事業者となる直接協定事業者網から当社網にネットワークルーチング番号を通知する

際には本ＩＮＡＰオペレーションを使用します。ただし、本ＩＮＡＰオペレーションはイニ

シャルＤＰオペレーションに対する初回のオペレーションとし、ＴＣ－終了により通知され

るものとします。 

なお、各ＩＮＡＰオペレーションの略称は以下のとおりです。 

略称 ＩＮＡＰオペレーション 

AT 活性化試験（ActivityTest） 

CON 接続（Connect） 

CUE 継続（Continue） 

DFC 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） 

DFCWA アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

ENC 課金イベント通知（EventNotificationCharging） 

ER エンティティ解放通知（EntityReleased） 

ETC 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

ERB ＢＣＳＭイベント報告（EventReportBCSM） 

IDP イニシャルＤＰ（InitialDP） 

ITC 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） 

MC 呼セグメント統合（MergeCallSegments） 

ML レグ移動（MoveLeg） 

RC 呼解放（ReleaseCall）（InitialCallSegmentのみの場合） 

RC* 呼解放（ReleaseCall）（InitialCallSegment以外の場合） 

RNC 課金イベント通知要求（RequestNotificationChargingEvent） 

RRB ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

SCI 課金情報送出（SendChargingInformation） 

カ  ＩＳＵＰおよびＩＮＡＰ間の相互動作仕様は次のとおりとします。 

（ア）当社の加入者交換機がＩＡＭを受信し、ＴＤＰ－Ｒを検出した場合、イニシャルＤＰオペレ

ーションがＳＣＰへ送信されます。ＩＡＭからイニシャルＤＰオペレーションへのパラメー

タのマッピング条件は次のとおりとします。 

ＩＳＵＰメッセージ：ＩＡＭ（注１） ＩＮＡＰオペレーション：イニシャルＤＰ 

着番号 ダイヤル番号(dialedDigits)  

着番号(CalledPartyNumber)（注２） 

発番号 発番号（callingPartyNumber） 
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アクセス転送に含まれる 

発サブアドレス情報要素 

発サブアドレス（callingPartySubaddress） 

発ユーザ種別 発ユーザ種別（callingPartysCategory） 

汎用番号（付加発番号） 汎用番号（付加発番号）（genericNumbers） 

順方向呼表示 順方向呼表示（forwardCallIndicators） 

通信路要求表示 伝達能力（bearerCapability） 

料金区域情報 料金区域情報（ttcChargeAreaInformation） 

契約者番号 契約者番号（ttcContractorNumber） 

着ＩＮ番号 着ＩＮ番号(ttcCalledINNumber) 

事業者情報転送 事業者情報転送 

（ttcCarrierInformationTransfer） 

付加ユーザ種別 付加ユーザ種別（ttcAdditionalPartysCategory） 

注１：オプションパラメータは設定されない場合があります。 

注２：番号計画識別子／番号種別によりダイヤル番号又は着番号パラメータに設定されます。

なおオフフック時無条件ＳＣＰアクセス契約加入者の発信時はダイヤル番号及び着番号

パラメータのいずれも設定されません。また、ＳＣＰアクセス契約者発信時、「＃」の

みがダイヤルされた場合、ダイヤル番号及び着番号パラメータのいずれも設定されませ

ん。 

（イ）当社の加入者交換機がＳＣＰから接続オペレーションにより第二サービス相互動作表示パラ

メータのリダイレクトサービス処理表示を受信すると、リダイレクションを起動します。た

だし、当社の加入者交換機がリダイレクションを起動する条件は、ＳＣＰから受信したリダ

イレクトサービス処理表示内のリダイレクト理由の値が発側回線からＩＡＭで受信したリ

ダイレクション順方向情報（国内用）パラメータのリダイレクション実行理由の値と一致し

ている場合で、かつその時点で当社の加入者交換機の呼状態がＩＡＭで受信したリダイレク

ション能力（国内用）パラメータのリダイレクション可能表示の呼状態及びリダイレクショ

ン順方向情報（国内用）パラメータの実行交換機リダイレクション可能表示の呼状態を越え

ていない場合とします。当社の加入者交換機がリダイレクションを起動すると、理由表示パ

ラメータ(値は＃２３とします)、転送先番号パラメータ、着ＩＮ番号パラメータ、リダイレ

クション逆方向情報（国内用）パラメータ、事業者情報転送パラメータが設定されたＲＥＬ

を発側回線に送信します。接続オペレーションからＲＥＬへのパラメータのマッピング条件

は次のとおりとします。 

ＩＮＡＰオペレーション：接続 ＩＳＵＰ：ＲＥＬ 

ルーチング対地アドレス 

(destinationRoutingAddress) 
転送先番号 

第二サービス相互動作表示 

(serviceInteractionIndicatorsTwo) 

着ＩＮ番号（注１）  

 リダイレクトサービス処理表示 

(redirectServiceTreatmentInd) 

リダイレクション逆方向情報（国内用） 

 リダイレクト理由(redirectReason)  リダイレクション起動理由 

事業者情報転送 

(経由情報転送表示、移転元ＳＣＰ事業者情

報、移転先ＳＣＰ事業者情報) 

(ttcCarrierInformationTransfer) 

事業者情報転送 (注２) 

(経由情報転送表示、移転元ＳＣＰ事業者

情報、移転先ＳＣＰ事業者情報)  

 

 注 １ ： 第 二 サ ー ビ ス 相 互 動 作 表 示 パ ラ メ ー タ の 着 Ｉ Ｎ 番 号 表 示 許 容 指 示

(allowCdINNoPresentationInd)の設定は許容しません。したがってＲＥＬの着ＩＮ

番号パラメータの設定条件は次のとおりとします。 

・表示識別  ：表示不可 
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・アドレス情報：イニシャルＤＰ上の着番号のアドレス情報を設定 

 注２：事業者情報転送パラメータの経由情報転送表示は、発側回線からＩＡＭで受信した

経由情報転送表示及びＳＣＰから受信した経由情報転送表示の内容に関わらず、０

０(転送なし)が設定されます。 

（ウ）当社の加入者交換機はＳＣＰから第二サービス相互動作表示パラメータのリダイレクトサー

ビス処理表示が設定されていない接続オペレーション、暫定接続確立オペレーション又は暫

定接続起動オペレーションを受信すると、逆方向呼表示パラメータ及び事業者情報転送パラ

メータのみが設定されたＡＣＭを発側回線に送信します。ただし、ＡＣＭを発側回線に送信

するのは、イニシャルＤＰオペレーションに対する初回のオペレーションを受信した場合の

みとします。ＡＣＭにおける逆方向呼表示パラメータは、次のとおり設定されます。 

フィールド 設定内容 

課金表示 ００（表示なし） 

着ユーザ状態表示  ００（表示なし） 

着ユーザ種別表示 ００（表示なし） 

エンド・エンド法表示 ００（エンド・エンド法利用不可（リンクバイリンク法のみ利用可）） 

相互接続表示 ０（相互接続なし） 

エンド・エンド情報表示 ０（エンド・エンド情報利用不可） 

ＩＳＵＰ１リンク表示 １（ＩＳＵＰ１リンクである） 

保留表示 ０（保留必要なし） 

ＩＳＤＮアクセス表示 １（着側のユーザ・網インタフェースがＩＳＤＮ） 

エコー制御装置表示 ０（入エコー制御装置挿入なし） 

ＳＣＣＰ法表示 ００（表示なし） 

また、事業者情報転送パラメータの経由情報転送表示は００（転送なし）が設定され、事業

者情報名にはＳＣＰから接続オペレーション、暫定接続確立オペレーション又は暫定接続起

動オペレーションにより通知されたＳＣＰ事業者情報が設定されます。 

（エ）当社の加入者交換機がＳＣＰから第二サービス相互動作表示パラメータのリダイレクトサー

ビス処理表示が設定されていない接続オペレーションを受信すると、ＩＡＭが着側回線に送

信されます。接続オペレーションからＩＡＭへのパラメータのマッピング条件は次のとおり

とします。ＩＡＭにおいて受信されたパラメータで、接続オペレーションのパラメータに置

換されないものは、透過に設定されます。ただし、リダイレクション能力（国内用）、リダ

イレクション順方向情報（国内用）は廃棄し、設定しないこととします。 

ＩＮＡＰオペレーション：接続（注１） ＩＳＵＰメッセージ：ＩＡＭ 

ルーチング対地アドレス 

（destinationRoutingAddress） 

着番号 

相関 ID（correlationID） 相関 id 

scfID（scfID） SCFid 

付加発番号（additionalCallingPartyNumber） 汎用番号（付加発番号） 
（注２） 汎用番号（付加発番号）（genericNumbers） 

第二サービス相互動作表示 

(serviceInteractionIndicatorsTwo) 

 

 着ＩＮ番号表示許容指示 

(allowCdINNoPresentationInd) 

着ＩＮ番号（注３） 

着ＩＮ番号書換制御 

(calledINNumberOverriding) 

着ＩＮ番号(注４) 

ＩＳＤＮアクセス関連情報 

（isdnAccessRelatedInformation) 

アクセス転送（着サブアドレス） 

（注５） 

発信者番号非通知理由（ttcCauseOfNoID） 発信者番号非通知理由（注６） 
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事業者情報転送 

（経由情報転送表示、ＳＣＰ事業者情報） 

（ttcCarrierInformationTransfer） 

事業者情報転送 

（経由情報転送表示、ＳＣＰ事業者情報） 

（注７） 

注１：オプションパラメータは設定されない場合があります。 

注２：発側回線から受信したＩＡＭに付加発番号が設定されていた場合、接続オペレーション

で指示された内容が上書きされます。接続オペレーションに付加発番号および汎用番号

とも設定されている場合は、汎用番号を優先してＩＡＭに設定します。なお、付加発番

号あるいは汎用番号が指示された場合は、送信するＩＡＭの発番号の表示識別を表示不

可に設定します。 

注３：着ＩＮ番号パラメータの設定は次のとおりとします。 

接続オペレーションの第二サービス

相互動作表示の着ＩＮ番号表示許容

指示 

ＩＡＭの着ＩＮ番号 

許容 表示識別：表示可 

アドレス情報：イニシャルＤＰ上のダイヤル番号も

しくは着番号のアドレス情報を設定 

非許容 表示識別：表示不可 

アドレス情報：イニシャルＤＰ上のダイヤル番号も

しくは着番号のアドレス情報を設定 

なお、第二サービス相互動作表示が指示されない場合は着ＩＮ番号の表示識別を表示不可

とします。 

注４：着ＩＮ番号パラメータの設定は次のとおりとします。 

接続オペレーションの           第二サービス

相互動作表示の着ＩＮ番号書換制御 
ＩＡＭの着ＩＮ番号 

書換可 アドレス情報：イニシャルＤＰ上の着番号のアドレ

ス情報を設定 
書換不可 アドレス情報：イニシャルＤＰ上の着番号のアドレ

ス情報を設定しない 

なお、着ＩＮ番号書換制御が指示されない場合は送信するＩＡＭの着ＩＮ番号にイニシャ

ルＤＰ上の着番号のアドレス情報を設定します。 

注５：発側回線から受信したＩＡＭにアクセス転送（着サブアドレス）が設定されていた場合、

接続オペレーションで指示された内容が上書きされます。 

注６：発側回線から受信したＩＡＭに発信者番号非通知理由が設定されていた場合、接続オペ

レーションで指示された内容が上書きされます。なお、付加発番号あるいは汎用番号が

指示された場合は、受信したＩＡＭの発信者番号非通知理由を廃棄します。 

注７：発側回線から受信したＩＡＭの事業者情報転送の経由情報転送表示は接続オペレーショ

ンで指示された内容が上書きされます。なお、発側網が要求している情報を削除するよ

うな指示は行わないこととします。また、接続オペレーションで指示されたＳＣＰ事業

者情報がＩＡＭの事業者情報転送に追加されます。 

（オ）受信したＩＡＭに着ＩＮ番号が設定され、かつ第一着ＩＮ番号が設定されていない場合、接

続オペレーション受信により送信するＩＡＭに第一着ＩＮ番号を設定します。第一着ＩＮ番

号には受信したＩＡＭの着ＩＮ番号の内容が透過に設定されます。ただし、接続オペレーシ

ョンの着ＩＮ番号書換制御により書換不可が指示された場合には送信するＩＡＭに第一着Ｉ

Ｎ番号を設定しません。 

（カ）接続オペレーションによりＩＡＭを送信すると、アドレス完了待ちタイマＴ７を開始します。

Ｔ７タイマが終了すると、呼は両方向に解放され、適切な表示が発呼端末に返信されます。 
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（キ）当社の加入者交換機における、接続オペレーションにより接続された着側回線からの逆方向

メッセージ受信時の動作条件および発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件は次のと

おりとします。 

状態 
着側回線からの 

受信メッセージ 

着側回線からの逆方向メッセージ受信時の動作条件／ 

発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件 

ＡＣＭ待ち ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７は停止されます。また、ＡＣＭをＣ

ＰＧにマッピングし、発側回線に送信します。（注１） 

不完了ＡＣＭ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＣＰＧ イベント表示が「インバンド情報あるいは適当なパターンが現在

利用可能」の場合はＴ７タイマを停止し、ＣＰＧを発側回線に透

過に送信します。イベント表示が上記以外の場合はＣＰＧを廃棄

します。 

ＲＥＬ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＩＡＭ 当該回線に優先権がある場合は受信したＩＡＭを廃棄し、ＡＣＭ

を待ちます。優先権がない場合は他の回線から自動再試行を行い

ます。 

その他 着側回線に対しＲＳＣを送信し、他の回線から自動再試行を行い

ます。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＣＭ待ち

（ＣＰＧ受

信後） 

ＡＣＭ ＡＣＭをＣＰＧにマッピングし、発側回線に送信します。（注１） 

不完了ＡＣＭ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。 

ＲＥＬ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ待ち ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。 

不完了ＣＰＧ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＡＮＭ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＣＨＧ 受信したＣＨＧを発側回線に透過に送信します。 

ＲＥＬ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

発着同時ユ

ーザ相互動

作時におけ

るＥＤＰ中

断中（発側～

着側回線が

同一ＣＳの

状態） 

ＲＥＬ 着側回線を解放し、受信したＲＥＬを発側回線に透過に送信しま

す。また、捕捉中の暫定回線を解放します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

受信したメッセージは廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

発着同時ユ

ーザ相互動

作時におけ

るＥＤＰ中

断中（発着同

時ユーザ相

互動作中） 

ＲＥＬ 着側回線を解放し、着側回線と接続されている暫定回線を解放し

ます。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

着側回線と接続されている暫定回線に対しＳＵＳ／ＲＥＳを透

過に送信します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

通信中 ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。 

ＣＨＧ 受信したＣＨＧを発側回線に透過に送信します。 

ＲＥＬ 設定された検出ポイントの条件に従います。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

受信したＳＵＳ／ＲＥＳを発側回線に透過に送信します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

注１：ＡＣＭをＣＰＧにマッピングする場合のパラメータのマッピングは次のとおりとします。
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なお、その他のパラメータは透過にマッピングされます。 

パラメータ 設定内容 

イベント情報 イベント表示：注２ 

イベント提示制限表示：表示なし 

逆方向呼表示 注３ 

 

 

注２：イベント表示の設定条件は次のとおりとします。 

ACM 上の逆方向呼表示 

ACM上の            パラメータ 

オプション逆方向呼表示 

着ユーザ状態表示 

表示なし 加入者空き 

実装なし イベント表示：経過表示 イベント表示：呼出中 

インバンド 

帯域内 

情報表示 

表示なし イベント表示：経過表示 イベント表示：呼出中 

インバンド情報あるいは

適当なパターンが現在利

用可能 

イベント表示：インバン

ド情報あるいは適当なパ

ターンが現在利用可能 

イベント表示：インバンド

情報あるいは適当なパタ

ーンが現在利用可能 

注３：課金情報送出オペレーションが指示されている場合、指示内容に従い課金表示を変換し

ます。その他のフィールドは透過に設定します。 

（ク）当社の加入者交換機はＳＣＰから呼解放オペレーションを受信すると、ＲＥＬを発側回線又

は暫定回線に送信します。理由表示パラメータは、呼解放オペレーションの呼解放Ａｒｇパ

ラメ－タを含んでいます。もし、呼解放オペレーションに理由表示パラメータが示されない

場合は、理由表示＃３１が送信されます。 

（ケ）呼に関連したイベントの監視を加入者交換機に要求する場合、ＳＣＰはＢＣＳＭイベント報

告要求オペレーションを使用します。監視モードが「中断(interrupted)」若しくは「通知し

継続（notifyAndContinue）」のいずれであるかはオペレーションによって表示されます。「通

知し継続」モードでは、イベントはＳＣＰに対するＢＣＳＭイベント報告オペレーションの

ＥＤＰ-Ｎ（通知モード）として通知され、通常呼処理を継続します。「中断」モードでは、

イベントはＢＣＳＭイベント報告オペレーションのＥＤＰ－Ｒ（要求モード）として通知さ

れ、加入者交換機はＳＣＰからの指示を待ちます。イベント検出ポイントは次のとおりとし

ます。 

検出ポイント ＤＰ検出条件 

発側－着信者話

中 

（１）理由種別１７、１８又は６３で生成源が「ユーザ」以外のＲＥＬ受信 

   （ユーザ話中）  

（２）理由種別２０のＣＰＧ、ＡＣＭ又はＲＥＬ受信 

発側－無応答 （１）タイマＴNoReply のタイムアウト 

（２）理由種別１８のＣＰＧ又はＡＣＭ受信 

発側－応答 ＡＮＭ受信 

発側－切断 （５） 通話中にＲＥＬ受信 

（６） タイマＴSUS タイムアウト 

発側－放棄 応答前に発側回線からのＲＥＬ受信 

（コ）発側－無応答が設定された場合、着側回線からのＡＣＭ（不完了ＡＣＭの場合は除く）の受

信でタイマＴNoReply が開始され、ＡＮＭの受信でタイマＴNoReply を停止します。 

（サ）ＲＥＬを発側回線又は着側回線から受信し、ＥＤＰ－Ｎ（通知モード）として設定された検

出ポイントに対応する場合には、加入者交換機は呼を切断します。ＲＥＬを着側回線から受

信し、ＥＤＰ－Ｒ（要求モード）として設定された検出ポイントに対応する場合には、加入

者交換機は着側回線を切断し、発側回線を保留します。呼処理を中断し加入者交換機はＳＣ

Ｐからの指示を待ちます。不完了ＡＣＭ又は不完了ＣＰＧを着側回線から受信し、ＥＤＰ－
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Ｒ（要求モード）として設定された検出ポイントに対応する場合には、加入者交換機は着側

回線の切断及び発側回線の保留を行い、呼処理を中断しＳＣＰからの指示を待ちます。設定

された検出ポイントに対応しない場合もしくは検出ポイントが設定されていない場合には、

通常呼処理を継続します。 

（シ）検出ポイントが設定され、発側－着信者話中、発側－切断又は発側－放棄を検出した場合、

該当する理由表示をＢＣＳＭイベント報告オペレーションにマッピングしＳＣＰに通知しま

す。 

（ス）当社の加入者交換機はＳＣＰから暫定接続確立オペレーションを受信し、受信したＩＡＭ中

の通信路要求表示が「音声」、「３．１ｋＨｚオーディオ」の場合、暫定回線を接続します。

他の通信路要求表示値を受信した場合、理由表示＃６５を含むＲＥＬにより呼が切断されま

す。受信した暫定接続確立オペレーション中のパラメータとＩＡＭで転送されるパラメータ

のマッピングは次のとおりとします。 

ＩＮＡＰオペレーション：暫定接続確立（注１） ＩＳＵＰメッセージ：ＩＡＭ 

アシスト SSP-IP ルーチングアドレス

（assistingSSPIPRoutingAddress） 

着番号 

相関 ID（correlationID） 相関 id 

scfID（scfID） SCFid 

事業者情報転送（ＳＣＰ事業者情報）

（ttcCarrierInformationTransfer） 

事業者情報転送 

（ＳＣＰ事業者情報）（注２） 

注１：オプションパラメータは設定されない場合があります。 

注２：事業者情報転送の経由情報転送表示は１１（両方向）が設定されます。 

（セ）暫定接続確立オペレーションにより送信されるＩＡＭ中のパラメータは次のとおり設定され

ます。 

パラメータ 設定内容 

接続特性表示 受信したＩＡＭに設定されていた内容が透過に設定されます。 

順方向呼表示 国内／国際呼表示：    受信したＩＡＭに設定されていた内容が透過に設定 

             されます。 

エンド・エンド法表示：  ００（エンド・エンド法が利用できない） 

相互接続表示：      ０（相互接続表示なし） 

エンド・エンド情報表示： ０（エンド・エンド情報利用できない） 

ＩＳＵＰ１リンク表示：  １（ＩＳＵＰ１リンクである） 

ＩＳＵＰ１リンク希望表示：１０（ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須である） 

ＩＳＤＮアクセス表示：  ０（発側のユーザ・網インタフェースが非ＩＳＤＮ） 

ＳＣＣＰ法表示：     ００（表示なし） 

発ユーザ種別 ００００１０１０（一般発ユーザ）／００００１１０１（試験呼） 

通信路要求表示 ００００００１１（３．１ｋＨｚオーディオ） 

事業者情報転送 発事業者情報として当社の情報が設定されます。 

料金区域情報 イニシャルＤＰを送信した当社の加入者交換機のＣＡコードが設定されます。 

発番号 設定されません。 

（ソ）暫定接続確立オペレーションによりＩＡＭを送信すると、アドレス完了待ちタイマＴ７が開

始されます。Ｔ７タイマがタイムアウトした場合には、暫定回線を切断し、ＳＣＰに対し通

知を行い指示を待ちます。 

（タ）当社の加入者交換機における、暫定接続確立オペレーションにより接続された暫定回線から

の逆方向メッセージ受信時の動作条件および発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件

は次のとおりとします。 

状態 
暫定回線からの 

受信メッセージ 

暫定回線からの逆方向メッセージ受信時の動作条件／ 

発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件 
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ＡＣＭ待ち ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７は停止されます。また、ＡＣＭをＣ

ＰＧにマッピングし、発側回線に送信します。（注１） 

不完了ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７を停止し、暫定回線を解放します。

受信したメッセージは廃棄します。 

ＣＰＧ イベント表示が「インバンド情報あるいは適当なパターンが現在

利用可能」の場合はＴ７タイマを停止し、ＣＰＧを発側回線に透

過に送信します。ただし、課金情報、課金情報種別、課金情報遅

延、付加ユーザ種別、料金区域情報、事業者情報転送の各パラメ

ータは廃棄します。イベント表示が上記以外の場合はＣＰＧを廃

棄します。 

ＲＥＬ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＩＡＭ 当該回線に優先権がある場合は受信したＩＡＭを廃棄し、ＡＣＭ

を待ちます。優先権がない場合は他の回線から自動再試行を行い

ます。 

その他 暫定回線に対しＲＳＣを送信し、他の回線から自動再試行を行い

ます。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＣＭ待ち

（ＣＰＧ受

信後） 

ＡＣＭ ＡＣＭをＣＰＧにマッピングし、発側回線に送信します。（注１） 

不完了ＡＣＭ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。ただし、課金情

報、課金情報種別、課金情報遅延、付加ユーザ種別、料金区域情

報、事業者情報転送の各パラメータは廃棄します。 

ＲＥＬ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ待ち ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。ただし、課金情

報、課金情報種別、課金情報遅延、付加ユーザ種別、料金区域情

報、事業者情報転送の各パラメータは廃棄します。 

不完了ＣＰＧ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ 受信したメッセージは廃棄します。 

ＣＨＧ 受信したメッセージは廃棄します。 

ＲＥＬ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

通信中 ＣＰＧ 受信したＣＰＧを発側回線に透過に送信します。ただし、課金情

報、課金情報種別、課金情報遅延、付加ユーザ種別、料金区域情

報、事業者情報転送の各パラメータは廃棄します。 

ＲＥＬ 暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

受信したＳＵＳ／ＲＥＳを発側回線に透過に送信します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

注１：ＡＣＭをＣＰＧにマッピングする場合のパラメータのマッピングは次のとおりとします。

なお、課金情報、課金情報種別、課金情報遅延、付加ユーザ種別、料金区域情報、事業

者情報転送の各パラメータは廃棄しますが、その他のパラメータは透過にマッピングさ

れます。 

パラメータ 設定内容 

イベント情報 イベント表示：注２ 

イベント提示制限表示：表示なし 

逆方向呼表示 注３ 

注２：イベント表示の設定条件は次のとおりとします。 

ACM 上の逆方向呼表示 

ACM上の            パラメータ 

オプション逆方向呼表示 

着ユーザ状態表示 

表示なし 加入者空き 

実装なし イベント表示：経過表示 イベント表示：呼出中 



第 18 節の２ 形態６－３ 

技―１９１ 

インバンド 

帯域内 

情報表示 

表示なし イベント表示：経過表示 イベント表示：呼出中 

インバンド情報あるいは

適当なパターンが現在利

用可能 

イベント表示：インバンド

情報あるいは適当なパタ

ーンが現在利用可能 

イベント表示：インバン

ド情報あるいは適当なパ

ターンが現在利用可能 

注３：課金情報送出オペレーションが指示されている場合、指示内容に従い課金表示を変換し

ます。その他のフィールドは透過に設定します。 

（チ）当社の加入者交換機はＳＣＰから順方向接続切断オペレーションを受信した場合、暫定回線

に対して正常切断手順を適用します。順方向へ送信されるＲＥＬには理由表示＃３１が含ま

れます。 

（ツ）当社の加入者交換機はＳＣＰから暫定接続起動オペレーションを受信し、ＩＡＭ中の通信路

要求表示が「音声」、「３．１ｋＨｚオーディオ」の場合、暫定回線を接続します。他の通

信路要求表示値を受信した場合、理由表示＃６５を含むＲＥＬにより呼が切断されます。受

信した暫定接続起動オペレーション中のパラメータとＩＡＭで転送されるパラメータのマッ

ピングは次のとおりとします。 
ＩＮＡＰオペレーション：暫定接続起動（注１） ＩＳＵＰメッセージ：ＩＡＭ 

アシスト SSP-IP ルーチングアドレス

（assistingSSPIPRoutingAddress） 

着番号 

相関 ID（correlationID） 相関 id 

scfID（scfID） SCFid 

事業者情報転送（ＳＣＰ事業者情報）

（ttcCarrierInformationTransfer） 

事業者情報転送 

（ＳＣＰ事業者情報）（注２） 

注１：オプションパラメータは設定されない場合があります。 

注２：事業者情報転送の経由情報転送表示は１１（両方向）が設定されます。 

（テ）暫定接続起動オペレーションにより送信されるＩＡＭ中のパラメータは次のとおり設定され

ます。 

パラメータ 設定内容 

接続特性表示 受信したＩＡＭに設定されていた内容が透過に設定されます。 

順方向呼表示 国内／国際呼表示：    受信したＩＡＭに設定されていた内容が透過に設定 

             されます。 

エンド・エンド法表示：  ００（エンド・エンド法が利用できない） 

相互接続表示：      ０（相互接続表示なし） 

エンド・エンド情報表示： ０（エンド・エンド情報利用できない） 

ＩＳＵＰ１リンク表示：  １（ＩＳＵＰ１リンクである） 

ＩＳＵＰ１リンク希望表示：１０（ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須である） 

ＩＳＤＮアクセス表示：  ０（発側のユーザ・網インタフェースが非ＩＳＤＮ） 

ＳＣＣＰ法表示：     ００（表示なし） 

発ユーザ種別 ００００１０１０（一般発ユーザ）／００００１１０１（試験呼） 

通信路要求表示 ００００００１１（３．１ｋＨｚオーディオ） 

事業者情報転送 発事業者情報として当社の情報が設定されます。 

料金区域情報 イニシャルＤＰを送信した当社の加入者交換機のＣＡコードが設定されます。 

発番号 設定されません。 

（ト）暫定接続起動オペレーションによりＩＡＭを送信すると、アドレス完了待ちタイマＴ７が開

始されます。Ｔ７タイマがタイムアウトした場合には、２つの暫定回線を切断し、ＳＣＰに

対し通知を行い指示を待ちます。送信される２つのＩＡＭはそれぞれ異なるＩＡＭのＡＣＭ

受信の有無に影響を受けずにシーケンシャルに送出されます。 

（ナ）当社の加入者交換機における、暫定接続起動オペレーションにより接続された暫定回線から

の逆方向メッセージ受信時の動作条件および発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件

は次のとおりとします。 
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状態 
暫定回線からの 

受信メッセージ 

暫定回線からの逆方向メッセージ受信時の動作条件／ 

発側回線に対する逆方向メッセージの送信条件 

ＡＣＭ待ち ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７は停止されます。受信したメッセー

ジは廃棄します。 

不完了ＡＣＭ アドレス完了待ちタイマＴ７を停止し、当該暫定回線を解放しま

す。また、理由表示＃３１を含むＲＥＬによりもう一方の暫定回

線も切断されます。受信したメッセージは廃棄します。 

ＣＰＧ イベント表示が「インバンド情報あるいは適当なパターンが現在

利用可能」の場合はＴ７タイマを停止します。受信したメッセー

ジは廃棄します。 

ＲＥＬ 当該暫定回線を解放し、理由表示＃３１を含むＲＥＬによりもう

一方の暫定回線も切断されます。受信したメッセージは廃棄しま

す。 

ＩＡＭ 当該回線に優先権がある場合は受信したＩＡＭを廃棄し、ＡＣＭ

を待ちます。優先権がない場合は他の回線から自動再試行を行い

ます。 

その他 当該暫定回線に対しＲＳＣを送信し、他の回線から自動再試行を

行います。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＣＭ待ち

（ＣＰＧ受

信後） 

ＡＣＭ ＡＮＭ待ちに遷移します。受信したメッセージは廃棄します。 

不完了ＡＣＭ 当該暫定回線を解放します。また、理由表示＃３１を含むＲＥＬ

によりもう一方の暫定回線も切断されます。受信したメッセージ

は廃棄します。 

ＲＥＬ 当該暫定回線を解放します。また、理由表示＃３１を含むＲＥＬ

によりもう一方の暫定回線も切断されます。受信したメッセージ

は廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ待ち 不完了ＣＰＧ 当該暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＡＮＭ 通信中状態に遷移します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＲＥＬ 当該暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

発着同時ユ

ーザ相互動

作時におけ

るＥＤＰ中

断中（発着同

時ユーザ相

互動作中） 

ＲＥＬ 当該暫定回線を解放します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：網） 

ＳＵＳ受信によりＴ６タイマを開始し、ＲＥＳ受信によりＴ６タ

イマを停止します。受信したメッセージは廃棄します。 

ＳＵＳ／ＲＥＳ

（生成源：ユー

ザ） 

当該暫定回線が発側回線と接続されている場合は、受信したメッ

セージは廃棄します。当該暫定回線が着側回線と接続されている

場合は、着側回線に対しＳＵＳ／ＲＥＳを透過に送信します。 

その他 受信したメッセージは廃棄します。 

（ニ）不完了ＡＣＭ、不完了ＣＰＧ又はＲＥＬにより、暫定接続起動オペレーションにより生成さ

れた呼セグメントを解放する場合、該当する理由表示をエンティティ解放通知オペレーショ

ンにマッピングしＳＣＰに通知します。 

（ヌ）当社の加入者交換機はＳＣＰから呼セグメント統合オペレーションを受信した場合、発側回

線にＣＰＧを返送する場合があります。ＣＰＧのパラメータは次のとおり設定されます。そ

の他のパラメータは設定されません。 

パラメータ 設定内容 

イベント情報 イベント表示：インバンド情報あるいは適当なパターンが現在利用可能 

イベント提示制限表示：表示なし 

（ネ）当社の加入者交換機はＳＣＰからアーギュメント付き順方向接続切断オペレーションを受信

した場合、指定されたレグＩＤに対応する暫定回線に対して正常切断手順を適用します。順

方向へ送信されるＲＥＬには理由表示＃３１が含まれます。 

（ノ）当社の加入者交換機はＳＣＰから課金情報送出オペレーションを受信した場合、指示内容に

従い、発側回線に送信されるＣＰＧ（着側回線から受信したＡＣＭを変換したＣＰＧを含み

ます）およびＡＮＭの逆方向呼表示パラメータの課金表示を変換します。なお、逆方向呼表
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示パラメータが設定されてない場合は対象外とします。 

（ハ）呼に関連した課金イベントの監視を加入者交換機に要求する場合、ＳＣＰは課金イベント通

知要求オペレーションを使います。課金イベントはＳＣＰに対する課金イベント通知オペレ

ーションにより通知され、通常呼処理を継続します。課金イベントの検出条件は次のとおり

とします。ただし、不完了ＡＣＭおよび不完了ＣＰＧは対象外とします。 

課金イベント 検出条件 

付加ユーザ種別 ＡＣＭ／ＣＰＧ／ＣＨＧ／ＡＮＭに付加ユーザ種別パラメータが含まれてい

る 

事業者情報転送 ＡＣＭ／ＣＰＧに事業者情報転送パラメータが含まれている 

逆方向呼表示 ＡＣＭ／ＣＰＧ／ＡＮＭに逆方向呼表示パラメータが含まれている 

課金情報遅延 ＡＣＭ／ＣＰＧに課金情報遅延パラメータが含まれている 

料金区域情報 ＡＣＭ／ＣＰＧ／ＣＨＧ／ＡＮＭに料金区域情報パラメータが含まれている 

（ヒ）当社の加入者交換機のＩＳＵＰタイマは次のとおりとします。 

記号 ﾀｲﾑｱｳﾄ値 開始要因 正常終了 満了時 

ＴSUS ２～４秒 網起動のＳＵＳ受信時 網起動のＲＥＳ又はＲ

ＥＬ受信時 

解放手順を開始もし

くはＳＣＰへ通知 

ＴNoReply Ｓ Ｃ Ｐ 制

御による 

ＡＣＭ（不完了ＡＣＭ

は除く）を受信した際

に発側－無応答が設定

されていた時 

ＡＮＭ又は不完了ＣＰ

Ｇ，ＲＥＬ受信時 

ＳＣＰへ通知し、後位

コネクションを解放

する。 

キ  本インタフェースに関するシーケンスは次のとおりとします。ただし、接続シーケンスは当社網

と直接協定事業者網ＳＣＰ間のみを規定することとし、その他については当社網と直接協定事業

者網ＳＣＰ間の接続シーケンスの解釈を補助する位置付けとし、規定しません。 

項番 ＩＮＡＰオペレーション コネクションタイプ ｼｰｹﾝｽﾊﾟﾀｰﾝ 

１ InitialDP 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ、

64Kbit/s 非制限 

ＰＴ－Ｑ１ 

２ Connect 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ、

64Kbit/s 非制限 

ＰＴ－Ｑ２ 

３ EstablishTemporaryConnection 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ３ 

４ RequestReportBCSMEvent, EventReportBCSM 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ、

64Kbit/s 非制限 

ＰＴ－Ｑ４ 

５ DisconnectForwardConnection 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ５ 

６ ReleaseCall、ReleaseCall* 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ、

64Kbit/s 非制限 

ＰＴ－Ｑ６ 

７ DisconnectForwardConnectionWithArgument 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ７ 

８ InitiateTemporaryConnections 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ８ 

９ MergeCallSegments － ＰＴ－Ｑ９ 

10 MoveLeg － ＰＴ－Ｑ１０ 

11 Continue － ＰＴ－Ｑ１１ 

12 RequestNotificationChargingEvent, 

EventNotificationCharging 

－ ＰＴ－Ｑ１２ 

13 SendChargingInformation － ＰＴ－Ｑ１３ 

14 EntityReleased － ＰＴ－Ｑ１４ 

15 ActivityTest － ＰＴ－Ｑ１５ 

16 RestartNotification, 

RestartNotificationAcknowledgement 

－ ＰＴ－Ｑ１６ 

17 試験 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ１７ 

18 試験（番号ポータビリティ） 音声、3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ＰＴ－Ｑ１８ 

注１：当社網と移転元事業者となる直接協定事業者網ＳＣＰ間で規定する接続シーケンスはＰＴ－Ｑ

１及びＰＴ－Ｑ２（２）とします。 

注２：当社網と移転先事業者となる直接協定事業者網ＳＣＰ間で規定する接続シーケンスはＰＴ－Ｑ
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１からＰＴ－Ｑ１６とします。ただしＰＴ－Ｑ２（２）は除きます。 

（６）当社網と直接協定事業者網間又は間接協定事業者網間で回線対応信号を使用する信号方式は、第 32

条（接続方式）第１項の分類１から分類５の規定を準用します。 

（７）当社網と直接協定事業者網間及び間接協定事業者網間で使用する網使用料の課金方式は第１項

（７）の規定を準用します。 

（８）当社網と直接協定事業者網間で使用する試験方式は次のとおりとします。 

ア  当社と直接協定事業者の設備に関わる試験は、設備を所有する事業者が責任を持って実施し、他

社の設備についての試験は原則として実施しません。 

     ただし、故障切り分け等のため当社網と直接協定事業者網間は試験可能とします。 

イ  当社網と直接協定事業者間で実施するＳＣＰアクセスに関する試験は次のとおりとします。 

（ア）直接協定事業者が直接協定事業者網内にガイダンス装置等（強制切断無し）を有することを

要し、当社はその機能を使用して手動ＳＣＰアクセス試験を実施します。接続シーケンスは

ＰＴ－Ｑ１７のとおりとします。 

（イ）当社網と直接協定事業者網間における手動ＳＣＰアクセス試験の内容は次のとおりとします。

なお、実際に使用する試験番号は当社と直接協定事業者間で別途協議の上、決定することと

します。 

試験目的 試験種別 接続先 試験番号構成 
課金条件 

（注１） 

強制切断 

の有無 

ＬＳからＳＣＰ

へのアクセス確

認および直接協

定事業者網への

接続確認 

手動ＳＣＰアクセ

ス試験（交換機毎

の判断基準） 

直接協定事業

者網内のガイ

ダンス装置等 

0AB0+DEFGHJ(K) 

0A0+CDEFGHJK 

00XY+X1X2X～Xn 

非課金 無 

手動ＳＣＰアクセ

ス試験（加入者線

毎の判断基準） 

同上 XX･･X 無 

注１：課金条件の非課金は回線接続に関する事業者間精算の対象外を示します。 

ウ  当社網と直接協定事業者間で実施する番号ポータビリティ接続機能に関する試験は次のとおり

とします。 

（ア）移転元事業者となる直接協定事業者は移転先事業者となる当社または間接協定事業者から通

知されたネットワークルーチング番号を予めＳＣＰに登録することを要します。当社は移転

元事業者となる当社または直接協定事業者に割り当てられた試験番号に対して手動ＳＣＰ

アクセス試験を実施します。接続シーケンスはＰＴ－Ｑ１８のとおりとします。 

（イ）移転先事業者となる直接協定事業者は直接協定事業者網内にガイダンス装置等（強制切断無

し）を有することを要し、当社はその機能を使用して手動ＳＣＰアクセス試験を実施します。

接続シーケンスはＰＴ－Ｑ１８のとおりとします。 

（ウ）当社網と直接協定事業者網間における番号ポータビリティ接続機能に関する手動ＳＣＰアク

セス試験の内容は次のとおりとします。なお、実際に使用する試験番号及びネットワークル

ーチング番号は当社と移転元事業者となる直接協定事業者間及び移転先事業者となる直接

協定事業者間で別途協議の上、決定することとします。 

試験目的 試験種別 接続先 試験番号構成 
課金条件 

（注１） 

強制切断 

の有無 



第 18 節の２ 形態６－３ 

技―１９５ 

番号ポータビリ

ティ機能による

ＳＣＰへのアク

セス確認および

移転先事業者と

なる当社または

直接協定事業者

網への接続確認 

手動ＳＣＰアクセ

ス試験（交換機毎

の判断基準） 

移転先事業者

となる直接協

定事業者網内

のガイダンス

装置等 

0120+DEFGHJ 

0800+DEFGHJK 

 

非課金 無 

注１：課金条件の非課金は回線接続に関する事業者間精算の対象外を示します。 

エ 当社と直接協定事業者は信号リンクの正常性を確認する手動信号ルート試験機能を実施します。 

（輻輳制御方式） 

第 88 条の４ 輻輳制御方式は、技術的条件集第 51 条（輻輳制御方式）の規定を準用します。 

（伝送装置間インタフェース仕様） 

第 88 条の５ 伝送装置間インタフェース仕様は、技術的条件集第 52 条（伝送装置間インタフェース仕様）

の規定を準用します。 

（網同期クロックインタフェース仕様） 

第 88 条の６ 網同期クロックインタフェース仕様は、技術的条件集第 29 条（網同期クロックインタフェー

ス仕様）の規定を準用します。 

（その他接続に必要な事項） 

第 88 条の７ その他接続に必要な事項のうち細目にわたるものについては当社と直接協定事業者間で別途

協議の上、決定することとします。 

 


